
ド
イ
ツ
宰
相
の
権
限
行
使
と
大
臣
・
内
閣
と
の
関
係

1

1

宰
相
原
理
と
所
管
原
理
・
合
議
体
原
理
l

l

上

健

介

田

は

じ

め

に

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

ド
イ
ツ
の
宰
相
は
、
「
政
治
の
基
本
方
針
を
定
め
i

こ
れ
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
」
(
基
本
法
六
五
条
一
文
)
権
限
、
す
な
わ
ち
「
基
本

方
針
決
定
権
限
」
を
有
す
る
こ
と
が
1

1

日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
の
「
弱
さ
」
と
の
対
比
で
1

1

指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宰
相
は
、
こ

れ
以
外
に
も
各
種
の
権
限
を
有
し
、
特
別
な
地
位
に
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

① 

内
閣
の
組
織
に
関
し
て
、
宰
相
は
、
大
臣
の
任
命
と
所
管
領
域
の
割
当
て
を
行
う
「
実
質
的
組
閣
権
」
を
も
っ
と
と
も
に
、
宰
相

は
、
そ
の
地
位
の
喪
失
が
た
だ
ち
に
他
の
大
臣
の
職
務
の
終
了
を
導
く
(
基
本
法
六
九
条
二
項
)
と
い
う
特
別
な
地
位
に
あ
る
。

② 

内
閣
の
活
動
に
関
し
て
、
宰
相
は
、
上
述
の
基
本
方
針
決
定
権
の
ほ
か
に
も
、
執
務
指
揮
権
(
六
五
条
四
項
)
や
、
こ
れ
ら
に
基

づ
く
総
合
調
整
権
を
有
し
、
内
閣
の
内
部
に
お
い
て
、
自
ら
の
政
策
に
大
臣
を
導
く
。
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③ 

各
省
に
関
し
て
、
宰
相
は
、

そ
の
組
織
を
組
織
令
で
編
成
し
(
実
質
的
組
閣
権
の
帰
結
)
、

そ
の
活
動
に
つ
き
、
報
告
を
徴
収
し
、

基
本
方
針
を
発
す
る
と
い
っ
た
か
た
ち
で
関
与
す
る
(
基
本
方
針
決
定
権
や
執
務
指
揮
権
の
コ
ロ
ラ
リ
!
)
。

近畿大学法学

こ
れ
ら
は
「
宰
相
原
理
」
(
同
g
N
-
o弓
江
口

N
G
)
の
名
の
も
と
に
最
終
的
に
は
基
本
法
に
淵
源
を
も
つ
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
し

か
し
、
他
方
で
基
本
法
は
「
宰
相
原
理
」
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
二
つ
の
原
則
を
掲
げ
る
。
「
所
管
原
理
」
(
見
。
ω
8
2背
広
NG)
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
原
則
は
「
純
粋
な
形
態
で
完
全
に
は
相
互
に
両
立
し
え
な
い
」
。
し
か

「
合
議
体
原
理
」
(
問
。
-FmH
包
有
E
N苛
)

し
、
現
実
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
三
原
則
が
相
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
妥
協
し
て
存
在
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
「
宰
相
原
理
」
に
視
点
を
置
い
た
場
合
、
「
所
管
原
理
」
「
合
議
体
原
理
」
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
制
約
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
「
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
内
容
を
解
明
す
る
作
業
は
、
管
見
に
よ
る
か
ぎ
り
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
試

み
る
こ
と
が
本
稿
の
目
標
で
あ
る
。

な
お
、

そ
の
際
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
単
独
責
任
」
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
「
所
管
原
理
」
や
「
合
議
体
原
理
」

と
宰
相
と
の
関
係
を
検
討
す
る
際
に
は
、
合
わ
せ
て
「
責
任
」

の
あ
り
方
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

日
本
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
連
帯
責
任
」
の
観
念
は
存
在
せ
ず
、
「
単
独
責
任
」
制
が
採
用
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
か
る
責
任
の
構
造
が
宰
相
と
大
臣
と
の
関
係
に
、
連
帯
責
任
を
採
る
場
合
の
首
相
と
大
臣
と
の
関
係
と
は
異
な
る

要
素
を
持
ち
込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、

は
じ
め
に
い
わ
ば
正
面
か
ら
「
所
管
原
理
」
と
宰
相
と
の
関
係
(
一
章
)
、
合
議
体
原
理
と
宰
相
と
の
関
係
(
ニ

章
)
を
検
討
し
、

そ
の
後
に
「
単
独
責
任
」
制
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
揚
手
か
ら
宰
相
と
大
臣
、
政
府
と
の
関
係
を
重



ね
て
考
察
し
て
み
た
い
r、、

a註ユ
再呈
¥J  

O 

こ
の
作
業
は
、

日
本
法
を
考
察
す
る
際
に
も
一
定
の
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

の
立
場
を
強
調
す
る
傾
向
に
対
応
す
る
と
解
さ
れ
、

な
ぜ
な
ら
、

「
所
管
原
理
」

は
日
本
法
で
い
わ
ゆ

る

「
分
担
管
理
原
則
」
、

「
国
務
大
臣
H

行
政
長
官
」

そ
し
て

「
合
議
体
原
理
」

「
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
で
は
な
く
内
閣
の
権
限
な
の
だ
か
ら
そ
の
決
定
が
な
け
れ
ば
内
閣
の
代
表
者
た
る
内
閣
総
理
大
臣
は
権
限
行
使

が
で
き
な
い
」
と
い
う
論
理
と
相
通
ず
る
要
請
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
は
、

「
原
則
」

「
論
理
」

こ
れ
ら
の

カま

内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
行
使
を
相
当
に
強
く
拘
束
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
必
然
の
も

の
で
あ
る
の
か
。

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
ド
イ
ツ
法
の
中
に
探
っ
て
み
た
い
。

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

注ω
毛
利
透
「
ド
イ
ツ
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
限
と
『
宰
相
民
主
政
』
」
筑
波
法
政
二
七
号
(
一
九
九
九
年
)
三
九
頁
以
下
。

ω
上
田
健
介
「
ド
イ
ツ
宰
相
の
地
位
と
権
限
」
近
畿
大
学
法
学
五
一
巻
二
号
(
二

O
O三
年
)
一
一
頁
以
下
。

ω
目
。
日
日
正
問

mROFロ日内
0・
出
、
片
}
ユ
ロ
ロ
ぽ
ロ
}
内

O
B句。
g
ロ
N
門
目
。
∞
出
口

HH(目。∞
W
M
E
N
-
0
2噌
問
。
∞

ωO吋
吾
江
口
民
間
)
戸
ロ
門
戸
間

m目
立
ロ

z
g
m
H
d
Cロ(円
ω丘
町
出
口

ZH)吋目。『け

〉

2
・
0
日
仏
∞

ω
の
E
E
m
o
m
o汁

N。
ω
ロ
Oの
F
Z
E仲
間
。
口
出
正

o
E
o
s
-
m∞
g
叶
ロ
〈
巴
・

5
4
P
∞
-HCH
一一回

E

Eー
君
。
百

m
g
m
回
。
岳
8
2
1
E
0・
一
口
ぽ

OHem円
mwHH2m注
目
。
ロ
∞

Hd一
の
『
け
-
日
目
。

H40一片
F
門
目
。
門
出
口

HH門目。∞円。
mtEHHH問
u日
〉
ロ
巴

-HChv∞"∞・

5
∞町一一
7入

{mw吋
江
口

0
5仲
間
。
タ
ロ
宮
田
口
ロ
門
日

2
2一向日。コ
HHH岡
山
】
切

開
。
口
。

m
-
c
B噌
HC∞
ω
・∞・

8
同・

ω
同
m
E
F
o
o
d司
8
2
0
E
L
T
o
-
-
t
s
-
一2
4
2吋
山
口
門
ご

Z
O
0
4
0
5
B
E
g
-
p
d
o
g
g
u
H
C日戸

Q
M
8
g門
出
(
阿
部
照
哉

H
山
川
雄
巳
訳
・
現
代
憲

法
論
〈
新
訂
〉
〔
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
八
六
年
〕
第
六
章
)
。
た
だ
し
、
大
統
領
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
考
察
し
な
い
。

ω
参
照
、
上
田
健
介
「
内
閣
総
理
大
臣
の
内
閣
運
営
上
の
地
位
」
奈
良
法
学
会
雑
誌
一
四
巻
一
号
(
二

O
O
一
年
)
七
一
頁
以
下
。

lま
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品
開
閉
一
且
早

大
臣
1

1

所
管
原
理
ー
ー
と
の
関
係

近畿大学法学

第
一
節

所
管
原
理

所
管
原
理
の
前
提

基
本
法
六
五
条
二
文
は
、
「
こ
の
基
本
方
針
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
連
邦
大
臣
は
、
独
立
し
て
、
か
つ
自

、lJ1
 

(
 

ら
の
責
任
に
お
い
て
自
己
の
所
轄
事
務
を
指
揮
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
の
条
項
が
所
管
原
理
を
定
め
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、

簡
単
で
は
あ
る
が
こ
の
条
項
の
意
味
を
検
討
し
た
上
で
、
宰
相
の
権
限
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
他
の
基
本
法
の
条
項
で
明
記
さ
れ

特
別
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
大
臣
の
地
位
に
つ
い
て
別
に
検
討
を
加
え
る
。

所
管
原
理
は
、
内
閣
構
成
員
と
し
て
の
大
臣
で
は
な
く
、
各
省
の
長
と
し
て
の
大
臣
の
地
位
に
か
か
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
任
大
臣

に
は
適
用
さ
れ
る
が
、
無
任
所
大
臣
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
第
一
に
、
内
閣
構
成
員
と
し
て
の
大
臣
と
各

省
の
長
と
し
て
の
大
臣
と
を
論
理
的
に
区
別
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
以
下
に
述
べ
る
大
臣
の
権
能
や
地
位
を
1
1
l
内
閣
構
成

員
と
し
て
宰
相
と
同
格
だ
か
ら
と
い
う
理
由
づ
け
で
は
な
く
1

1

あ
く
ま
で
各
省
の
長
の
地
位
か
ら
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
に
お

け
る
議
論
を
検
討
す
る
際
に
興
味
深
い
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(2) 

所
管
原
理
の
内
容

所
管
原
理
と
は
、
雑
駁
に
い
え
ば
、
大
臣
が
そ
の
所
管
の
指
揮
に
関
し
独
立
し
て
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
「
宰
相
に
対
し
て
防
御
的
な

QMEN-角
守
巳
)
」
「
内
閣
に
対
し
て
防
御
的
な
」
性
質
を
有
す
る
。

所
管
原
理
は
、
対
外
的
に
は
、
大
臣
が
大
統
領
の
行
為
に
対
す
る
副
署
を
行
い
(
基
本
法
五
八
条
)
、
ま
た
法
規
命
令
を
発
す
る
(
基

本
法
八

O
条
)
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
臣
が
宰
相
や
政
府
の
意
思
と
は
別
に
み
ず
か
ら
の
意
思
に
基
づ
き
行
う
も
の
で

-134-



あ
る
。
た
と
え
ば
、
副
署
に
つ
い
て
、
所
轄
の
大
臣
が
反
対
し
て
い
れ
ば
宰
相
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
副
署
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
旨
が

円
い

説
か
れ
る
。
ま
た
、
各
省
の
活
動
に
関
し
て
国
民
に
情
報
提
供
を
行
う
一
般
的
な
広
報
活
動
も
、
所
管
原
理
の
対
外
的
な
側
面
の
一
つ
で

同叫

あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
所
管
領
域
に
お
け
る
諸
事
項
に
つ
い
て
最
終
的
な
決
定
権
を
有
す
る
。
大
臣
は
「
宰
相
の
基
本
方
針
権

限
と
の
関
係
で
は
劣
位
す
る
固
有
の
基
本
方
針
権
限
」
を
有
す
る
と
ま
で
述
べ
る
論
者
も
存
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
大
臣
は
人
事
、

組
織
、
財
政
法
上
の
決
定
を
行
う
権
限
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
大
臣
は
職
員
を
任
免
し
、
ま
た
省
内
の
局
、
部
、
課
を
設
置
改
廃
し
、
さ

対
内
的
に
は
、
大
臣
は
、

ら
に
予
算
の
枠
内
で
各
種
の
財
政
法
上
の
措
置
を
行
う
権
限
を
有
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
責
任
を
持
っ
て
各
省
の
指
揮
を
行
う
「
機
能
を
保

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

障
す
る
た
め
の
補
助
的
権
能
」
(
同
記
長
立
。
ロ
ω
m
-
o
Z
S仏
8

日
民
共
O
B
H
)
2
8
N
S
)

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

も
っ
と
も
、
所
管
原
理
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
大
臣
が
独
立
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
第
一
に
「
基
本
方
針
の
範
囲
内
に

お
い
て
」

で
あ
っ
て
、
宰
相
の
基
本
方
針
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
第
二
に
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
、
す
な
わ
ち
内
閣
の

調
整
権
限
に
も
服
す
る
。
本
稿
の
関
心
か
ら
は
、
所
管
原
理
も
ま
た
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
と
の
関
係
で
限
界
に
ぶ
つ
か
る
点
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

、玉
川
問
。
。
。
門
岡
田
耳
目

g
Lロ
一
一
口
円
。
芯
吋
(
国

Hemm・)喝の
EHH(日間
S
E
N
-
M内
o
g
B
O
D
E
F
出品
-
P
〉
E
・
g
-開門山口吋
-
N
∞・〈
my
同
月
日
1
c
-
E岳
富
。
可

HY
吉一

4
0
ロ
冨
ロ

HEF¥同
日
比
問
(
出
E
問・

)
W
C
Eロ(円
momEN|同
O
B
E
g
s
p
回

ι
-
P
〉ユ・

8
場開門戸

E4・
5
・

mw
回

E
E
C
-
ユの
FnHCHH}内
角
唱
円
以
∞
担
。

F
E
E
s
-
S
B
H
)丘
S
N
品
。
∞
四
百
戸
品
。
岳
山
口

N
-
o
p
H
C
G
?
m・
5
4・
実
際
に
は
宰
相
と
所
轄
の
大
臣
と
が
共
に

副
署
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
(
執
務
規
則
二
九
条
)
、
宰
相
の
副
署
の
み
で
大
臣
の
副
署
を
も
兼
ね
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
と
解
さ
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関
わ
る
措
置
に
よ
る
、
所
管
を
越
え
た
広
報
活
動
及
び
所
管
に
関
わ
る
広
報
活
動
の
総
合
調
整
」
(
同

f
)
を
行
う
が
、
こ
の
こ
と
と
各

省
の
独
自
に
広
報
活
動
を
行
う
権
限
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
二

0
0
0年
の
改
正
前
の
連
邦
各
省
共
通
職
務
規
則
第
一
部

八
一
条
が
既
に
「
省
庁
の
職
務
領
域
か
ら
の
専
門
事
項
の
取
り
扱
い
を
越
え
て
、

一
般
政
策
上
の
意
義
を
有
す
る
省
庁
の
声
明
は
、
プ
レ

ス
情
報
府
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
二
項
二
文
)
と
定
め
、
さ
ら
に
「
省
庁
は
、
公
衆
の
中
で
の
討
議
が
待
た
れ
る
計

画
及
び
措
置
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
直
ち
に
か
つ
広
く
プ
レ
ス
情
報
府
に
情
報
提
供
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
五
項
)
と
し
て
い

ハ
匂

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
で
は
実
際
に
各
省
に
残
さ
れ
る
広
報
活
動
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
存
し
た
。

第
二
に
、
所
管
原
理
の
対
内
的
な
側
面
と
の
関
係
で
、
人
事
に
関
し
、
(
宰
相
で
は
な
く
政
府
の
権
限
で
あ
る
が
)
一
定
の
範
囲
の
官
吏
、

職
員
の
任
命
や
採
用
案
に
つ
き
閣
議
事
項
と
す
る
執
務
規
則
一
五
条
二
項

a
及
び
b
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、
ベ
ッ
ケ

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

ン
フ
ェ
ル
デ
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
事
に
関
し
独
立
し
て
決
定
を
行
う
大
臣
の
権
限
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
所
管
原
理
に
触
れ
憲
法

違
反
な
の
で
は
な
い
か
と
す
る
、
比
較
的
有
力
な
批
判
が
存
す
る
。

組
織
に
関
し
て
は
、
管
見
に
よ
る
限
り
、
所
管
原
理
に
抵
触
す
る
と
の
批
判
の
対
象
は
具
体
的
に
は
存
し
な
い
。
改
正
前
の
連
邦
各
省

共
通
職
務
規
則
第
一
部
四
条

i
一
二
条
は
、
省
内
の
組
織
編
成
に
つ
い
て
一
定
の
原
則
や
基
準
を
定
め
て
い
た
(
た
と
え
ば
四
条
一
項
は

局
、
課
に
分
割
し
、
部
は
そ
れ
が
必
要
で
あ
り
そ
の
も
と
に
五
以
上
の
課
が
属
す
る
場
合
に
の
み
設
置
が
可
能
で
あ
る
な
ど
。
な
お
、
改

正
後
は
六
条
i
一
O
条
に
同
様
の
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
)
が
、
こ
れ
は
大
臣
が
同
意
の
上
、
内
閣
に
委
任
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
組
織
編
成
の
「
原
則
」
「
基
準
」
で
あ
り
具
体
的
な
内
部
組
織
の
設
置
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
所
管
原

理
に
抵
触
し
な
い
と
も
説
明
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
超
え
て
、
た
と
え
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
局
を
設
置
す
る

の
か
、
局
の
中
を
さ
ら
に
部
に
分
け
る
の
か
、
分
け
る
と
し
て
ど
の
よ
う
に
分
け
る
の
か
、
課
の
数
や
そ
の
配
置
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
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か
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
。

第
三
に
、
所
管
原
理
の
対
内
、
対
外
両
面
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
組
織
、
人
員
管
理
と
い
っ
た
対
内
的
な
事
項
、
法
制
な
ど
の
対
外

的
な
事
項
で
、
省
庁
横
断
的
な
計
画
、
総
合
調
整
を
宰
相
の
補
佐
機
構
で
行
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
う
る
。
具
体
的
に
は
、
宰
相
府
の
各

局
の
任
務
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
委
員
会
を
宰
相
の
補
佐
機
構
と
捉
え
れ
ば
、
こ
れ
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
委
員

そ
の
決
定
に
拘
束
力
を
持
た
せ
る
あ
り
方
が
、
所
管
原
理
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

近畿大学法学

A
E
に
つ
い
て
は
、

ま
た
、
宰
相
の
大
臣
に
対
す
る
個
別
の
指
揮
の
可
否
も
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
所
管
原
理
に
鑑
み
、
あ
る
程
度
の
判
断
余

地
を
大
臣
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
見
解
も
存
す
る
。

(2) 

理
論
的
検
討

し
か
し
、
か
か
る
批
判
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
散
発
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
政
治
に
お
い

て
は
宰
相
の
権
限
が
拡
大
し
て
お
り
、
か
か
る
趨
勢
は
実
際
上
の
必
要
と
い
う
点
で
止
め
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
こ
ま
で
宰
相
の
権
限
行
使
が
許
さ
れ
る
の
か
。
右
で
述
べ
て
き
た
宰
相
(
ま
た
そ
の
補
佐
機
関
)

の
任
務
拡
大
に
ど
の

よ
う
な
正
当
化
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
内
部
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
原
則
」
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
組
織
編
成
の

議
論
か
ら
う
か
が
え
る
。
宰
相
(
政
府
)
は
、
組
織
の
あ
り
方
、
仕
事
の
進
め
方
を
「
そ
ろ
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
「
全
体
と
し
て
の
連
邦
政
府
の
活
動
能
力
を
保
持
し
促
進
す
る
た
め
に
必
要
あ
る
い
は
合
目
的
的
で
あ
る
」
か
ら
で

あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
、
上
級
公
務
員
に
関
す
る
人
事
に
つ
い
て
大
臣
の
手
か
ら
奪
う
こ
と
も
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

対
外
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
決
定
を
下
す
の
が
大
臣
だ
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
宰
相
(
ま
た
そ
の
補
佐
機
関
)
は
大
臣

の
決
定
を
用
意
、
補
佐
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
争
い
が
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
各
種
の
省
庁
横
断
的
な
任
務
(
法
制
、
組
織
、
人

員
管
理
、
計
画
)
を
内
閣
直
属
の
組
織
に
委
ね
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
個
々
の
大
臣
が
行



う
決
定
の
用
意
な
ど
、
大
臣
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
補
佐
を
行
う
の
み
で
、
決
定
権
を
も
た
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

ω
 

し
か
し
、
「
宰
相
は
、
各
省
の
政
策
を
基
本
方
針
と
し
て
(
ユ
岳
忌
巳

S
Fえ
け
)
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
基
本
方
針
と
し
て
定
め
う

ω
 

る
内
容
じ
た
い
が
政
治
の
重
点
の
移
ろ
い
ゆ
え
に
流
動
的
で
あ
る
た
め
、
宰
相
が
基
本
方
針
と
し
て
定
め
う
る
各
省
の
政
策
も
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
大
臣
は
基
本
方
針
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
こ
れ
を
通
し
て
宰
相
は
各
省
所
管
の
事
項
に
つ
い
て

も
「
決
定
」
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
大
臣
は
基
本
方
針
に
つ
い
て
内
部
的
に
宰
相
に
再
検
討
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
(
執
務
規
則
四
条
)
。
ま
た
、
大
臣
は
、

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

自
分
の
所
管
領
域
に
か
か
わ
る
基
本
方
針
を
宰
相
が
定
め
る
の
を
待
た
ず
に
、
自
ら
、
そ
の
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
宰
相
に
示
す
こ
と
が

ω
 

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
基
本
方
針
に
大
臣
が
拘
束
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
「
裁
判
所
や
行
政
官
庁
が
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
の
と
は
異

な
る
」
。
も
っ
と
も
、
大
臣
は
基
本
方
針
に
反
対
で
も
対
外
的
な
行
動
に
お
い
て
は
基
本
方
針
と
異
な
る
見
解
を
表
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

(
議
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
執
務
規
則
二
八
条
二
項
。
公
衆
の
面
前
に
お
い
て
、
執
務
規
則
一
二
条
)
。
こ
の
背
後
に
は
、
大
臣
の

ω
 

「
連
帯
」
(
∞

o-Emwユ
広
け
)
義
務
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

L¥ 

ま
た
、
宰
相
は
自
ら
省
内
に
入
っ
て
官
僚
を
指
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
公
式
の
対
外
的
決
定
(
た
と
え
ば
法
規
命
令
の
発
令
)
は
大

匡
が
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
「
決
定
」
と
執
行
と
の
分
離
が
制
度
上
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
各

省
の
所
管
に
関
わ
る
「
決
定
」
は
基
本
方
針
に
含
め
う
る
限
り
で
宰
相
が
行
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
委
員
会
の
決
定

が
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
委
員
会
が
宰
相
の
補
佐
機
構
で
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
拘
束
力
と
い
う
の
も
宰
相
の
基
本
方
針
に

大
臣
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
、
正
当
化
が
可
能
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
局
、
内
部
的
事
項
、
外
部
的
事
項
に
共
通
す
る
正
当
化
要
素
を
纏
め
上
げ
れ
ば
、
「
国
家
指
導
の
統
一
性
(
回

E
E
E
)」
の
確
保
と
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い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
「
大
臣
は
、
宰
相
の
権
威
の
も
と
で
一
体
を
成
す
」
の
で
あ
る
。
組
織
の
あ
り
方
、
仕
事
の
進
め
方
に
つ

の
も
、
各
省
の
政
策
に
つ
い
て
調
整
し
「
ま
と
め
る
」

い
て
「
そ
ろ
え
る
」

の
も
、
政
府
が
一
体
の
も
の
と
し
て
活
動
す
る
必
要
性
ゆ
え

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
府
に
お
け
る
広
報
活
動
が
各
省
ば
ら
ば
ら
に
行
な
わ
れ
る
の
で
な
く
、
プ
レ
ス
情
報
府
で
一
元
化
さ
れ
て
い
る

近畿大学法学

の'も、

そ
の

こ
の
必
要
性
ゆ
え
に
正
当
化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
人
事
へ
の
関
与
に
比
較
的
有
力
な
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
の
も
、

関
与
が
大
枠
の
方
針
で
は
な
く
ま
さ
に
個
別
の
人
事
に
関
わ
る
側
面
を
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対

し
て
は
、
人
事
そ
れ
自
体
は
個
別
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
各
省
の
活
動
を
、
政
府
と
し
て
一
体
の
も
の
と
な
る
よ
う
「
そ
ろ
え
る
」

た
め
で
あ
る
、
と
い
う
側
面
を
見
れ
ば
正
当
化
可
能
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
宰
相
の
権
限
は
大
臣
の
所
管
原
理
を
考
慮
し
て
も
な
お
相
当
広
く
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
基
本
法
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
基
本
法
六
五
条
二
文
は
、
大
臣
が
所
管
事
務
を
指
揮
す

る
の
は
「
基
本
方
針
の
範
囲
内
で
」
と
定
め
て
い
る
。
第
二
に
、
宰
相
は
、
六
四
条
な
ど
に
基
づ
き
、
広
範
な
組
織
編
成
権
を
有
す
る
。

大
臣
が
主
張
す
る
「
所
管
」
そ
れ
自
体
、
元
来
は
宰
相
が
組
織
編
成
権
に
基
づ
い
て
割
り
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

ω
 

理
に
対
し
て
宰
相
原
理
が
優
位
す
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
所
管
原

、王ω
プ
レ
ス
情
報
府
に
つ
い
て
、
参
照
、
上
田
健
介
「
ド
イ
ツ
宰
相
の
地
位
と
権
限
」
近
畿
大
学
法
学
五
一
巻
二
号
(
二

O
O三
年
)
三
五
j
六
頁
。

ω
目
白
山
口
∞
同
与
問
。
F
口
広
宮
古
古
宮
円

S
E
E
d弓
O
江
口
。
F}内
忠
之
口
門
目
。
吋
話
止
mg∞口一口問∞
O
三
ロ
ロ
一
口
問
宕
円
切
己
ロ
(
目
。
∞

EH〕

EEE停
ロ
g
z
o
F
E
D門Y
H
S
N
W

∞
・
町
内
・
現
在
の
連
邦
政
府
共
通
執
務
規
則
は
報
道
・
広
報
業
務
に
つ
き
、
二
五
条
で
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
参
照
、
古
賀
豪
訳
「
連
邦
省
共
通
事
務
規

則
」
外
国
の
立
法
二
一
四
号
(
二

O
O二
年
)
一
三
四
頁
以
下
。
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第52巻第 l号

第
三
節

特
別
の
大
臣

)
 

1
 

，，，‘、

基
本
法
に
よ
る
言
及

基
本
法
は
、
特
定
の
大
臣
を
明
示
し
て
一
定
の
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。
基
本
法
一
一
二
条
は
「
予
算
超

過
支
出
お
よ
び
予
算
外
支
出
は
、
連
邦
大
蔵
大
臣
の
同
意
を
必
要
と
す
る
」
、

一
一
四
条
は
「
連
邦
大
蔵
大
臣
は
、
次
の
会
計
年
度
中
に
、

近畿大学法学

連
邦
政
府
の
責
任
を
解
除
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
対
し
、
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
な
ら
び
に
資
産
お
よ
び

債
務
に
つ
い
て
、
会
計
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
連
邦
大
蔵
大
臣
(
回
日
丘

g
B宮
古

ZHe
仏
耳
目
白
山
口

NS)
を
明
記
す

る
。
ま
た
、
基
本
法
六
五

a
条
は
「
連
邦
国
防
大
臣
は
、
軍
隊
に
対
す
る
命
令
権
お
よ
び
司
令
権
を
有
す
る
」
と
定
め
、
連
邦
国
防
大
臣

(回ロロ品。
m
B宮
古
け
の
吋

EHe
〈。
2
2門
戸
仲
間
ロ
ロ
問
)
を
明
記
す
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
九
六
条
二
項
四
文
は
「
[
軍
刑
事
]
裁
判
所
は
、
連
邦
法

務
大
臣
の
職
務
領
域
に
属
す
る
」
と
定
め
、
連
邦
法
務
大
臣
(
回
日
丘

g
古
丘
町
E
ぽ
2
Z
5
に
つ
い
て
触
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
大
臣
が
、

そ
の
他
の
大
臣
と
異
な
り
、
宰
相
と
の
関
係
で
何
ら
か
の
特
別
な
地
位
に
立
つ
の
か
別
に
検
討
が
必
要

と
な
る
。

(2) 

こ
の
点
、
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
大
臣
は
必
ず
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

宰
相
の
内
閣
組
織
に
関
す
る
権
限
と
の
関
係

意
味
に
お
い
て
宰
相
の
組
織
権
限
を
制
約
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
臣
に
は
一
定
の
権
限
を
必
ず
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
大
蔵
省
を
予
算
省
と
国
税
省
に
分
割
す
る
こ
と
は
憲
法
改
正
に
よ
ら
な
い
限
り
許
さ
れ
ず
、

ま
た
国
防
大
臣
と
は
別
に
、
陸
軍
大
臣
、
海
軍
大
臣
、
空
軍
大
臣
を
設
け
る
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。

(3) 

宰
相
の
内
閣
運
営
に
関
す
る
権
限
と
の
関
係

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
大
臣
の
職
務
遂
行
と
の
関
係
で
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
や

政
府
執
務
指
揮
権
が
と
く
に
何
ら
か
の
制
約
を
受
け
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
各
大
臣
に
つ
い
て
個
別
に
論
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
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国
防
大
臣
へ
の
軍
隊
に
対
す
る
命
令
権
、
司
令
権
の
付
与
は
、
国
防
大
臣
を
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
と
の
関
係

国
防
大
臣

で
特
別
な
地
位
に
立
た
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
命
令
権
、
司
令
権
が
、
他
の
省
庁
に
お
け
る
任
務
と
同
様
の
性
質
を
持
つ
も
の
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
他
の
任
務
と
同
様
、
通
常
の
行
政
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
命
令
権
、
司
令
権
の
行
使
も
あ
く
ま
で
所

ω
 

管
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
解
も
強
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
通
常
の
行
政
、
法
律
執
行
と
は
異
な
る
独
自
の
作
用
で
あ
る
と
主
張
す

ω
 

る
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
有
力
な
反
対
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
、
国
防
大
臣
の
こ
れ
ら
の
権
限
の
行
使
が
、
あ
く

ω
 

ま
で
宰
相
の
基
本
方
針
の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
争
い
が
な
い
。

r--， 

11 
¥ノ

大
蔵
大
臣

こ
れ
に
対
し
、
大
蔵
大
臣
の
予
算
超
過
支
出
お
よ
び
予
算
外
支
出
に
対
す
る
同
意
権
は
、
少
な
く
と
も
予
算
執
行

を
監
督
す
る
職
務
に
つ
き
、
宰
相
と
の
関
係
に
お
い
て
大
蔵
大
臣
の
独
立
性
を
高
め
る
も
の
と
の
理
解
が
優
勢
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

数
で
あ
る
が
、
宰
相
は
、
大
蔵
大
臣
の
予
算
超
過
支
出
お
よ
び
予
算
外
支
出
に
対
す
る
同
意
を
与
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
要
件
(
「
予
見

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
っ
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
必
要
が
あ
る
場
合
」
)
の
存
否
を
基
本
方
針
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
学
説
も
存
す
る
と
こ
ろ
、
多
く
は
か
か
る
見
解
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
結
局
、
か
か
る
見
解
に
批
判
的
な
多
数
の
学
説
は
、
大

蔵
大
臣
の
予
算
超
過
支
出
お
よ
び
予
算
外
支
出
に
対
す
る
同
意
は
宰
相
に
よ
る
基
本
方
針
権
限
の
行
使
な
ど
の
関
与
を
排
除
す
る
と
理
解

ω
 

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
大
蔵
大
臣
と
宰
相
と
で
立
場
が
異
な
る
場
面
を
想
定
し
て
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
右

の
多
数
説
、
少
数
説
と
も
に
そ
う
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
ユ
ン
カ

1
は
大
蔵
大
臣
を
「
予
算
均
衡
の
保
持
者
」
と
し
て
、
と
も
す
れ
ば
歳

ω
 

出
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
宰
相
に
対
し
て
予
算
均
衡
を
守
る
役
割
を
強
調
す
る
。
こ
の
点
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
大
蔵
大
臣
は
、
宰
相

の
権
限
行
使
に
対
し
て
一
定
程
度
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

-143-



第52巻第 1号

大
蔵
大
臣
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
以
外
に
も
特
別
な
地
位
を
認
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
政
府

内
の
議
決
の
際
に
停
止
的
拒
否
権
を
認
め
る
執
務
規
則
二
六
条
一
項
で
あ
る
。

い
わ
く
、

近畿大学法学

連
邦
政
府
が
財
政
上
重
要
な
問
題
に
お
い
て
大
蔵
大
臣
の
票
に
反
し
て
ま
た
は
票
を
得
な
い
で
決
定
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
大
蔵

大
臣
は
こ
の
決
定
に
対
し
て
明
示
的
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
文
に
基
づ
き
ま
た
は
法
律
上
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お

い
て
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
と
き
は
、

そ
の
事
案
に
つ
い
て
も
う
一
度
閣
議
で
表
決
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
大
蔵
大
臣
が
異
議
を
唱

え
た
事
案
の
執
行
は
、

そ
の
事
案
が
、
大
蔵
大
臣
ま
た
は
そ
の
代
理
が
出
席
し
た
新
た
な
表
決
に
お
い
て
全
連
邦
大
臣
の
多
数
決
に

よ
り
議
決
さ
れ
、
か
つ
連
邦
宰
相
が
多
数
に
同
調
し
て
投
票
す
る
ま
で
は
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-144-

大
蔵
大
臣
は
、
こ
の
権
限
を
挺
子
に
し
て
、
予
算
案
や
そ
の
他
予
算
の
執
行
を
伴
う
法
律
案
の
決
定
の
場
面
で
も
他
の
大
臣
と
異
な
る
優

越
的
な
地
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
基
本
法
が
大
蔵
大
臣
の
優
越
的
な
地
位
を
認
め
た
の
は
予
算
執
行
の
場

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
停
止
的
拒
否
権
を
認
め
る
の
は
基
本
法
が
定
め
る
政
府
内
部
の
組
織
関
係
を
変
更

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
問
題
視
す
る
見
解
と
、
基
本
法
は
予
算
定
立
等
の
場
面
に
お
い
て
も
暗
黙
裏
に
大
蔵
大
臣
の
優
越
的
地
位
を
認

ω
 

め
て
い
る
の
で
こ
の
規
定
も
問
題
な
い
と
す
る
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
対
立
は
大
蔵
大
臣
の
拒
否
権
と
他
の
大
臣

面
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
っ
て
、

(
所
管
原
理
)
お
よ
び
政
府
(
合
議
体
原
理
)
と
の
関
係
を
主
に
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
宰
相
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
仮
に
拒
否

権
を
認
め
る
に
せ
よ
最
終
的
に
は
宰
相
の
意
向
が
優
先
す
る
点
で
は
違
い
が
な
い
と
も
い
え
よ
う
。

(
…
川
)

法
務
大
臣

法
務
大
臣
に
対
し
て
基
本
法
九
六
条
が
軍
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
宰
相
の
基



本
方
針
決
定
権
や
政
府
執
務
指
揮
権
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
所
管
領
域
に
つ
い
て
定
め

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
と
解
さ
れ
る
。
法
務
大
臣
、

そ
し
て
内
務
大
臣
に
は
、
執
務
規
則
二
六
条
二
項
で
「
連
邦
法
務
大
臣
ま
た
は
連

邦
内
務
大
臣
が
法
律
案
、
命
令
案
ま
た
は
連
邦
政
府
の
措
置
に
対
し
て
現
行
法
と
の
抵
触
を
理
由
に
異
議
を
唱
え
た
と
き
も
、
第
一
項
を

準
用
す
る
」
と
定
め
、
右
の
大
蔵
大
臣
と
同
様
の
停
止
的
拒
否
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
令
、
行
政
行
為
の
合
憲
性
(
命
令
、

行
政
行
為
の
場
合
は
合
法
性
も
)
を
確
保
す
る
役
割
を
両
大
臣
に
期
待
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
ゆ
え
に
「
こ
の
定
め
に
よ
れ
ば
、
『
憲
法

大
臣
』
(
〈
O
片
岡
山

ω
ω
E
H
沼
田
宮
町

g
円
)
が
二
名
い
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
規
定
に
対
し
て
も
、
問
題
視
す
る
見
解
と
問
題
な
し
と
す

ω
 

る
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宰
相
原
理
と
の
関
係
で
は
、
最
終
的
に
宰
相
の
意
思
が
優
先
す
る
た
め
と
く
に
問
題
と
は
さ
れ
て

い
な
い
の
は
大
蔵
大
臣
の
拒
否
権
と
同
様
で
あ
る
。

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

(4) 

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
大
蔵
大
臣
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
に
よ
り
直
接
与
え
ら
れ
か
つ
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
に
も
服
さ

括

な
い
権
限
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

一
定
程
度
、
宰
相
と
の
関
係
で
も
特
別
の
地
位
を
有
す
る
と
い
え
る
が
、
国
防
大
臣
、
法
務
大
臣
に
つ

い
て
は
、
基
本
法
の
定
め
は
特
定
の
所
管
領
域
の
配
分
を
固
定
す
る
だ
け
効
果
に
と
ど
ま
り
、
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
な
ど
に
対
す
る
制

約
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
政
府
の
決
定
に
対
す
る
「
停
止
的
拒
否
権
」
も
、
可
否
に
つ
き
争
い
が
あ
る

も
の
の
、
宰
相
と
の
間
で
は
力
関
係
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

、正ω
回。。昨

g
E
E
O
(『ロ・
ω)
・∞
-
M
O
O
-

君
。
吋
回
。
門
出

g
p
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口
円
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ぽ
F

O

E
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g
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円
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ロ
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C
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・
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円
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:e .BJi'ベJ.BJ" 1止~~製 Q1と越市 Q .BJ Q !1Î'ニド判事*1々お Q 葉樹ベJ...) ド n 入ムロー士ミ-þトcð ) J心包下JO¥t(J 4三二次j二小纏栴長二時。

Kroger (Fn. 14)， S. 119. 

~ Junker (Fn. 7)， S. 115. 

~ ~盟聴いトCð m司監-\J...)ド， Kroger (Fn. 14)， SS. 114-7 ; ~盟思J将二眠撞ベJ...) ド， Bockenforde (Fn. 3)， S. 186f ; Junker 

(Fn. 7)， S. 115f. 

恥

-m加
山
榊
N

回
線

制
抑
却
制
併
げ
帆
調
印
哨

.g:~-4[I鱗宅金腿間一ーよJG miK尾監総 11制

4aN賠宅金腿閤S-E:闘総 It量

潮来醤1主徒主J長

r.g:: } J .足d 土~" .qrrffl種差出基割 (ì+6 ~ti 

「明者長+<回Q~ \0 Q何回実 Q~ß明日やニド ti"

制~園部ti" 訴輝S寝~W!型転吉~l芸誌景~~ 1m l'(d ...IJ {P'{;Q l'(d 0 

判事件:矧く岡崎~111陣ti40舗富士重医酎EH雲匙副..IJfHl{鑑

ベJ~泡l'(ð O4年j景~~1ml'(d J 

( 

戸

、~



閣
原
理
」
〔
関
与
E
2
5背
広
N
S〕
)

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

合
議
体
原
理
と
は
、
意
思
決
定
を
内
閣
と
い
う
合
議
体
に
よ
り
行
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
純
粋
な
形
態
と
し
て
は
、
「
連
邦
政
府
は
合

議
体
と
し
て
政
治
的
な
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
「
連
邦
政
府
の
領
域
に
お
い
て
特
別
な
基
本
方
針
権
限
を
必
要
と
し
な

ω
 

い
」
こ
と
、
「
宰
相
も
大
臣
も
、
内
閣
の
(
多
数
に
よ
る
)
決
定
に
の
み
常
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
か
か
る
「
純
粋
な
形
態
」
が
現
実
に
貫
徹
で
き
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
責
任
を
負
う
の
は
宰
相
で
あ
り
(
こ
れ
に
つ
い

て
は
第
三
章
を
参
照
)
、
ま
た
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(2) 

内
閣
の
役
割
に
関
す
る
諸
理
解

そ
も
そ
も
、
六
五
条
三
項
の
解
釈
か
=
り
し
て
、
基
本
法
は
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
に
大
き
な
役

割
を
与
え
て
い
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
六
五
条
三
項
は
「
仲
裁
(
∞
の

F
E
S
Eロ
向
)
」
の
役
割
と
い
っ
た
弱
い
立
場
し
か

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

内
閣
に
期
待
し
て
い
な
い
。
内
閣
に
よ
っ
て
は
、
「
上
か
ら
の
計
画
、
調
整
、
目
標
設
定
は

ω
 

え
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
理
解
の
根
拠
と
し
て
は
、
基
本
法
制
定
時
の
議
論
、
六
五
条
が
合
議
体
原
理
と
し
て
掲
げ
る
事
項
の
内
容

ω
 

(
H
意
見
の
相
違
の
決
定
と
執
務
規
則
の
決
定
)
の
乏
し
さ
と
並
ん
で
「
宰
相
原
理
へ
の
伝
統
的
な
関
心
の
集
中
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
結
局

，寸. . . . . 
-Lー」

は
じ
め
か
ら
弱
く
し
か
発
揮
さ
れ

の
と
こ
ろ
、
こ
の
理
解
の
根
底
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
、
合
議
制
と
い
う
要
素
が
宰
相
原
理
や
所
管
原
理
と
い
っ
た
単
独
制

の
要
素
に
比
較
し
て
弱
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
合
議
体
原
理
は
宰
相
原
理
や
所
管
原
理
に
対
し
て
「
防
御

例

的
」
(
ロ
え

gmzo)
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
論
者
の
中
に
は
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
、
す
な
わ
ち
内
閣
に
対
し
て
、
か
か
る
消
極
的
な
役
割
を
超
え
て
、
「
政
治
指

ω
 

導
(
℃

o
E貯
の
『
。
『
口
FEHHm)
」
の
役
割
を
期
待
す
る
者
が
い
る
。
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
「
議
会
に
お
け
る
政
治
的
な
意
見
は
幅
が
広

く
、
政
府
は
か
か
る
議
会
に
依
拠
し
て
政
治
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
意
見
の
多
様
な
構
成
員
か
ら
な
る
内
閣
で
意
思
決
定
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を
行
う
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
発
想
が
存
す
る
。
か
か
る
理
解
は
多
党
制
的
な
議
会
と
連
立
政
権
と
の
関
連
で
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
基
本
方
針
決
定
権
と
執
務
指
揮
権
を
有
す
る
宰
相
こ
そ
が
「
国
家
指
導
の
統
一
性
」
を
担
保
す

る
の
だ
と
い
う
主
張
が
対
峠
す
る
。
ま
た
、
内
閣
に
大
き
な
役
割
を
期
待
す
る
論
者
も
、
内
閣
の
内
部
に
お
け
る
宰
相
の
指
導
的
な
役
割

し
か
し
、

近畿大学法学

を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
連
邦
政
府
の
内
部
の
構
造
は
、
連
邦
宰
相
と
合
議
体
と
し
て
の
政
府
を
、
二

の
で
あ
る
。

つ
の
相
互
に
競
合
す
る
統
治
指
導
機
関
で
あ
る
と
認
め
る
」

以
下
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
、
合
議
体
原
理
と
宰
相
の
権
限
と
の
関
係
を
探
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
は
、
次
の
二
点

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
宰
相
単
独
で
決
定
で
き
る
事
項
と
、
内
閣
の
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と

の
境
界
づ
け
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
第
二
に
、
内
閣
に
お
い
て
宰
相
が
い
か
な
る
地
位
に
位
置
し
、

ど
こ
ま
で
の
権
限
を
有

す
る
の
か
。
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
節
を
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

注
川
仰
向
内
m
H
H
e
o
F
ロ}内。咽(司ロ・
ω
)

噌∞
-
H
C
h
H
・
い
っ
た
ん
閣
議
で
決
定
し
た
こ
と
は
宰
相
も
一
方
的
に
覆
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
最
後
者
の
コ
ロ
ラ
リ
!
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同

5
問
2

Q
ロ
-E)λω
・
日
・
ま
た
ミ
ュ
ン
ヒ
は
、
合
議
体
原
理
の
内
容
と

し
て
、
す
べ
て
の
事
項
が
内
閣
で
審
議
さ
れ
、
各
構
成
員
の
等
し
い
投
票
権
の
も
と
に
決
議
さ
れ
る
こ
と
を
掲
げ
る
。
〈
問
]
-
w
F
E
N
冨
ロ
ロ
の
F
W
H
)
目。

回口出門目。∞吋
mw
向日
mv
吋
戸
口
町
噌
同
∞
q
p
∞・
N
C
白・

師
団
。
。
Z

E

O

E

⑦
(
司
ロ
・
ω
)

唱
∞
・
口

2
・

川
側
∞
の

F
5
(目
。
吋
(
『
ロ
-
U
)
w
k
r
z
・
8
w
H
出(円買

-s-

的

∞
ο
F
H
4
0
門目。吋(司

p
s・-〉ユ・
8
十
河
島
出
H
e
-
S

一一∞宮町。
E
O
H
d
(
目。(『ロ・
ω
)

湖町出・口
0

・〈向日
J

同

m
g
}
g
z
u
(『ロ・
ω
)

咽∞
-
H
H
0
・

ω
0
5
-
m
g
(『ロ
-
H
H
)
?
〉
H
A
-
G
?

同門
H
H
H
H
d
-
ω
ω

・
も
っ
と
も
、
予
算
へ
の
関
与
を
越
え
て
各
省
の
計
画
に
口
出
し
す
る
こ
と
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
。

同門山口
H
J
ω

九日・〈
m-ニ
同

5
問m
w
H
e
(
『ロ・
H

6

・∞
-
N
r

『ロ
-
M
∞・

一 148-



倒
ワ
イ
マ
l
ル
期
に
は
多
党
分
立
ゆ
え
に
政
治
の
重
心
が
宰
相
か
ら
内
閣
に
移
っ
て
い
っ
た
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
回
宮

Z
E号
宏
(
『
ロ
・
3
u

∞
-
H
4
P
『
ロ
・
白
・

側
出
。
片
目
。
∞
(
『
ロ
・
凸
)
?
〉
H
A
・

B
・
一
月
門
山
口
H
，
・
N
∞
一
同
ろ
問
。
吋
(
司
ロ

-E)
唱
∞
∞
・
5
w
N
H
u
印
日
時
・
〈
m
-
J
百
m
g
∞芯吋
F
ロ
m
g
∞
g
m
与
問
。
。

Eι
母
国
百
戸
i

(目。∞HdmvH)己
σ-Fr口。戸

A
い

m出。
F-mロ門戸唱団(円・同咽一戸∞∞Pω]FHJ「

M
ず
)

ω
0
5
-
m
g
(
司
ロ
-
H
H
)
?
〉
2
・8wHW(日ロ円・ω∞・

Eミ

地
第
二
時
即

宰
相
と
の
関
係

ω
権
限

)
 

1
 

'ft

、
基
本
法
六
五
条
三
文
の
権
限

権
限
の
分
割
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
合
議
体
原
理
は
、
宰
相
に
対
す
る

制
約
と
し
て
は
l

l
所
管
原
理
と
の
比
に
お
い
て
も
、

ま
た
日
本
に
お
け
る
類
似
の
議
論
と
対
照
さ
せ
て
も
l

i強
く
機
能
し
て
い
な
い

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

よ
う
に
解
さ
れ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
諸
事
情
に
よ
る
。

第
一
に
、
基
本
法
六
五
条
三
文
は
「
連
邦
大
臣
の
間
で
の
意
見
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
連
邦
政
府
が
こ
れ
を
決
定
す
る
」
と
定
め
る
。

こ
の
権
限
を
行
使
す
る
の
が
合
議
体
と
し
て
の
政
府
、

す
な
わ
ち
内
閣
で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
内
閣
が
決
定
で

き
る
「
意
見
の
相
違
」

の
内
容
は
思
い
の
ほ
か
狭
い
。
第
一
に
、

こ
こ
で
い
う
「
意
見
の
相
違
」
は
、
大
臣
ど
う
し
の
も
の
で
あ
っ
て
、

宰
相
と
大
臣
と
の
間
の
も
の
は
含
ま
れ
な
い
。

間

だ
と
い
わ
れ
る
。
第
二
に
、
大
臣
ど
う
し
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
や
組
織
編
成
権
の
対
象
と
な
る
も
の
は
こ
こ
で

こ
れ
は
、
宰
相
と
大
臣
と
の
問
の
場
合
は
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
の
問
題
に
な
る
か
ら

い
う
「
意
見
の
相
違
」

に
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
大
臣
の
所
管
原
理
に
関
わ
る
も
の
も
含
ま
れ
な
い
の
で
、
結
局
、

こ
こ
で
い
う
「
意
見
の

相
違
」
と
は
「
各
省
に
ま
た
が
る

(円。

ωω02ロ
σ。吋

m
g目
。
ロ
(
目
。
ロ
)
ま
た
は
各
省
に
重
な
る

ω
 

全
体
の
政
策
の
方
向
に
関
わ
ら
な
い
」
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
「
各
省
に
ま
た
が
る
」
も
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
に
大
臣
間

(円。∞∞

0
2
5
0
5
0
F
S
E
S含
ロ
)
事
項
で
、

-149-
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帥

で
意
見
の
相
違
が
な
く
て
も
内
閣
の
決
定
の
対
象
と
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
う
だ
と
し
て
も
な
お
そ
の
範
囲
は
狭
い
。
な
ぜ

な
ら
、
寸
各
省
に
ま
た
が
る
」
も
の
の
多
く
は
基
本
方
針
決
定
権
や
組
織
編
成
権
の
対
象
に
も
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
諸
論

者
が
政
府
の
決
定
の
範
囲
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
ま
ず
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
や
組
織
編
成
権
(
そ
し
て
大
臣
の
所
管
原
理
の
対
象
)

近畿大学法学

を
先
に
挙
げ
て
、

そ
れ
を
控
除
し
た
も
の
、
と
い
う
筋
道
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
示
唆
的
で
あ
る
。

(2) 

そ
の
他
の
基
本
法
上
の
権
限

第
二
に
、
基
本
法
六
五
条
三
文
以
外
に
も
、
基
本
法
に
お
い
て
「
政
府
」
の
権
限
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

一
覧
と
し
て
掲
げ
れ
ば
、
三
二
条
三
項
(
ラ
ン
ト
の
条
約
締
結
に
対
す
る
同
意
)
、
三
七
条
(
連
邦
強
制
)
、
七
六

条
(
法
律
案
の
提
出
)
、
七
七
条
二
項
四
文
(
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
法
律
に
つ
い
て
合
同
委
員
会
を
招
集
す
る
要
求
)
、
八

O
条
(
法
規
命
令
の
発
布
)
、
八
四
条
二
項
(
行
政
規
則
の
発
布
)
、
五
項
(
法
律
執
行
の
た
め
の
個
別
的
指
示
)
、
九
三
条
一
項
二
号
(
抽

象
的
機
関
統
制
の
申
立
て
)
、

一
O
八
条
二
項
三
文
、
一

O
九
条
四
項
二
文
(
財
政
の
経
済
的
均
衡
に
関
わ
る
法
規
命
令
の
発
布
)
、

三
条
(
予
算
増
額
な
ど
に
対
す
る
同
意
)
、

一
一
五

a
条
一
項
二
文
(
防
衛
上
の
緊
急
事
態
の
申
立
て
)
、

一
一
五

f
条
(
防
衛
上
の
緊
急

事
態
に
お
け
る
非
常
権
限
)
、

一
一
五

i
条
二
項
(
ラ
ン
ト
政
府
が
非
常
権
限
に
基
づ
き
行
っ
た
措
置
の
取
消
)
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
行
使
が
内
閣
の
決
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
こ
の
争
い
は
、
基
本
法

六
二
条
の
解
釈
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
、
基
本
法
六
二
条
は
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
構
成
に
つ
い
て
定

め
る
ほ
か
、
「
政
府
」
(
図
。
性
。

E
口
町
)
と
い
う
語
の
法
的
定
義
を
も
行
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
他
の
条
項
で
「
『
政
府
』
の
権
限
」
と

し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
行
為
、
決
定
は
合
議
体
と
し
て
の
政
府
、
す
な
わ
ち
内
閣
が
行
な
わ
な
け
れ
な
ら
な
い
と
い
う
。
他
方
、
基
本

法
六
二
条
は
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
構
成
を
定
め
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
他
の
条
項
で
出
て
く
る
「
政
府
」
と
い
う
語
の
意
味
を
限
定
す

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
も
存
す
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
「
全
機
関

(
C
O
S
E
Z
H
d
m
m己
と
し
て
の
政
府
」
と
「
合
議
体
(
問
。
口
。
ー



m
E
B
)
と
し
て
の
政
府
」
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
宰
相
と
大
臣
と
か
ら
な
る
合
議
体
す
な
わ
ち
内
閣
、
前
者
は
、
宰

相
、
大
臣
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
意
思
決
定
を
行
う
三
者
の
い
わ
ば
総
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
『
政

府
』
の
権
限
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
は
「
全
機
関
と
し
て
の
政
府
」
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
中
で
宰
相
、
大
臣
、
合

議
体
と
し
て
の
政
府
の
い
ず
れ
の
権
限
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
「
体
系
的
な
地

位
」
や
「
そ
の
時
々
の
規
律
の
狙
い
」
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
よ
れ
ば
、
基

本
法
七
六
条
一
項
の
定
め
る
法
律
案
の
提
出
に
は
内
閣
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
連
邦
議
会
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
や

「
政
府
声
明
」
は
宰
相
や
大
臣
が
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
「
全
機
関
と
し
て
の
政
府
」
と
「
合
議
体
と
し

て
の
政
府
」
と
を
区
別
す
る
説
に
立
つ
な
ら
ば
、
基
本
法
に
「
政
府
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
合
議
体
で
あ
る
内
閣
の
権
限

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

執
務
規
則
一
五
条
の
権
限

第
三
に
、
執
務
規
則
一
五
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
内
閣
に
広
範
な
権
限
を
認
め
る
。

い
わ
く
、

(3) 

連
邦
政
府
に
は
、
審
議
お
よ
び
決
議
を
行
な
う
た
め
に
、

一
般
内
政
も
し
く
は
外
交
の
政
策
上
、
経
済
的
、
社
会
的
、
財
政
的
ま

た
は
文
化
的
に
重
要
な
す
べ
て
の
事
項
、
と
く
に
次
の
事
項
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

a 

す
べ
て
の
法
律
案

b 

す
べ
て
の
政
府
の
命
令
案

特
に
政
治
的
に
重
要
で
あ
る
場
合
に
、

そ
の
他
の
命
令
案

C d 

連
邦
政
府
の
提
案
に
対
す
る
連
邦
参
議
院
の
態
度
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e 

基
本
法
ま
た
は
法
律
が
提
出
を
定
め
て
い
る
す
べ
て
の
事
項

連
邦
大
臣
聞
の
意
見
の
相
違
。
関
係
大
臣
に
と
っ
て
原
則
と
し
て
重
要
な
事
項
ま
た
は
相
当
に
財
政
的
に
重
要
な
事
項
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
財
政
計
画
、
予
算
法
律
お
よ
び
予
算
計
画
の
案
に
関
す
る
意
見
の
相
違
。

近畿大学法学

こ
の
定
め
の
柱
書
に
よ
る
な
ら
ば
、
内
閣
は
「
一
般
内
政
も
し
く
は
外
交
の
政
策
上
、
経
済
的
、
社
会
的
、
財
政
的
ま
た
は
文
化
的
に
重

要
な
す
べ
て
の
事
項
」
に
つ
き
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
内
閣
の
権
限
は
狭
い
ど
こ
ろ
か
、
基
本
法
の
定
め
る
範
囲
か
ら
相
当
に

拡
大
し
た
と
解
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
諸
権
限
は
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
(
と
大
臣
の
所
管
の
権
限
)
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

ω
 

憲
法
上
疑
義
が
唱
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
違
憲
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
条
に
つ
い
て
は
宰
相
と
の
関
係
で
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

「
合
憲
限
定
解
釈
」
が
行
わ
れ
る
。

各
省
の
管
轄
事
項
の
相
互
の
影
響
、
依
存
関
係
が
増
大
し
て
い
る
中
、
上
か
ら
の
(
口
宏
認
。

o
E
g
g
S
計
画
、
総
合
調
整
の
必

要
性
も
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
任
務
は
基
本
方
針
権
限
に
基
づ
き
宰
相
が
行
う
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
宰
相
の
み
で
は
か
か
る

任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
内
閣
に
上
か
ら
の
計
画
、
総
合
調
整
の
任
務
を
委
ね
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
内

閣
は
補
正
的
な

(mg包
巳
岳
ロ
品
。
)
総
合
調
整
権
限
の
み
を
基
本
法
六
五
条
三
文
に
よ
っ
て
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
項
は
内

閣
に
上
か
ら
の
計
画
、
総
合
調
整
の
任
務
を
委
ね
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
執
務
規
則
で
内
閣
に
こ
の
任

務
を
委
ね
、
内
閣
は
そ
の
限
り
で
強
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宰
相
の
憲
法
上
の
地
位
は
原
則
と
し
て
修
正
さ
れ
な
い
。



こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
執
務
規
則
が
定
め
る
広
範
な
内
閣
の
付
議
事
項
は
決
し
て
排
他
的
な
権
限
で
は
な
い
。
む
し
ろ
宰
相
が
自
ら
単
独

ω
 

で
こ
の
権
限
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
そ
れ
を
優
先
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
見
解
に
対
し
て
は
、
執
務
規
則
一
五
条
の
合
憲
性
を
特
に
問
題
と
せ
ず
、
か
か
る
内
閣
の
権
限
拡
大
に
好
意
的
な

立
場
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
を
と
る
者
は
、
か
か
る
権
限
分
配
の
問
題
に
つ
い
て
基
本
法
は
決
定
を
下
し
て
お
ら
ず
、
む
し

ろ
後
の
政
治
過
程
に
委
ね
た
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
点
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
見
解
を
と
る
者
は
宰

相
の
基
本
方
針
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
も
流
動
的
な
も
の
と
の
理
解
を
示
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
宰
相
が
基
本
方
針
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
か
る
事
項
に
関
与
す
る
こ
と
も
ま
た
排
除
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
執
務
規
則
一
五
条
に
定
め
る
事
項
は
、
も
と
も
と
政
府
の
権
限
に
属
す
る
と
の
立
場
も
存
す
る
。
か
か
る
立
場
は
、

ワ
イ
マ

1

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

ル
憲
法
五
七
条
が
定
め
る
政
府
の
権
限
の
う
ち
「
す
べ
て
の
法
律
案
」
「
憲
法
ま
た
は
法
律
が
と
く
に
規
定
し
て
い
る
事
務
」
に
あ
た
る

文
言
が
基
本
法
か
ら
消
え
た
理
由
を
、
か
か
る
権
限
が
政
府
に
属
す
る
こ
と
が
「
余
計
な
こ
と
」
「
自
明
な
こ
と
」
だ
か
ら
に
過
ぎ
な
い

と
す
る
理
解
に
基
づ
く
。
か
か
る
理
解
に
立
て
ば
、
執
務
規
則
一
五
条
は
確
認
的
な
定
め
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
理

解
も
、
内
閣
の
権
限
が
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

結
局
、
執
務
規
則
一
五
条
の
合
憲
性
に
つ
き
疑
義
を
唱
え
る
立
場
も
、
こ
れ
を
問
題
と
し
な
い
立
場
も
、
執
務
規
則
一
五
条
に
定
め
る

事
項
で
あ
っ
て
も
、
宰
相
が
基
本
方
針
決
定
権
を
行
使
し
て
単
独
で
決
定
を
行
う
こ
と
を
排
除
し
な
い
帰
結
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
懸
隔

の
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

(4) 

括

以
上
よ
り
、
基
本
法
六
五
条
三
文
の
「
意
見
の
相
違
」
裁
定
権
限
に
含
ま
れ
る
排
他
的
な
権
限
の
範
囲
は
決
し
て
広
い
も

の
で
は
な
い
こ
と
、
他
の
基
本
法
上
の
条
文
で
「
政
府
」
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
直
ち
に
内
閣
の
権
限
に
な
る
と
の
理
解
は
自
明
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執
務
規
則
で
政
府
に
与
え
ら
れ
た
広
範
な
付
議
事
項
も
宰
相
の
権
限
行
使
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か

で
は
な
い
こ
と
、

か
か
る
理
解
に
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
(
と
組
織
編
成
権
)
の
存
在
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。

「意

に
し
た
。

見
の
相
違
」

裁
定
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
る
が
、

宰
相
原
理
は
合
議
体
原
理
に
対
し
て
優
先
す
る
と
解
さ
れ
る
。

近畿大学法学

、圧

倒

W
K戸。
ZOHeσ
。
Hdm(『ロ・

3
・
m日
Nト出(目白円・

8
・

同

W

M
内
円
。
向
。
吋
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『
ロ
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H
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・∞・

8
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宮
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-
e
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K〆立・

8
w
出
含
円
・
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間
(
『
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・
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ω
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Hem叫
(
『
ロ
・

3
・
m日
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目
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∞
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ω
(司ロ
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目
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ω
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ロ
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白
)
噌
〉

2
・
S
唱同門
HR-
己
・
か
か
る
解
釈
は
、
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
五
二
条
(
「
ラ

イ
ヒ
政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
宰
相
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
大
臣
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。
」
)
の
「
ラ
イ
ヒ
政
府
」
に
つ
い
て
も
す
で
に
み
ら
れ
た
。

O
E百
2

2ロ・

3
w
∞・

5
2・
な
お
、
基
本
法
制
定
時
の
議
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で
は
、
基
本
方
針
決
定
権
と
、
権
限
争
議
の
裁
定
権
以
外
の
政
府
の
権
限
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
答
え

が
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
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0
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も
、
基
本
法
六
二
条
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、
も
っ
ぱ
ら
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
組
織
の
み
を
定
め
た
と

す
る
理
解
に
は
反
対
し
、
全
体
と
し
て
の
政
府
が
(
か
つ
て
の
同
色
邑
。

E
3
Z
E
で
は
な
く
)
合
議
体
と
し
て
組
織
さ
れ
る
旨
を
宣
言
し
て
い
る
と

解
釈
す
る
が
、
他
の
条
文
に
お
け
る
「
政
府
」
が
必
ず
し
も
合
議
体
と
し
て
の
政
府
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
(
回
己
丘
g
g
E
O
E
D岡
林

問。

EOE-Dmω
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E
E
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と
す
る
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『
ロ
-
H
H
)

唱
〉
ユ
・
∞
P
一同〔

-5・
8
1
2・
な
お
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
所
管
原
理
と
の
関
係
で
、
政
治
的
官
吏
の
任

命
に
関
す
る
一
五
条
二
項

a
、
b
の
合
憲
性
が
疑
問
に
付
さ
れ
て
い
る
。

側

関

m
w
E
F
ロ}内
P
Q
P
ω
)
u
∞∞
-
H
O
F
E
U
-
以
下
は
要
約
で
あ
る
。

側
も
っ
と
も
、
い
っ
た
ん
閣
議
で
出
さ
れ
た
決
定
を
事
後
的
に
宰
相
が
た
と
え
ば

(『ロ・

ω)
唱∞・

「
基
本
方
針
権
限
の
対
象
で
あ
る
」
と
し
て
覆
す
こ
と
ま
で
許
さ



れ
る
か
に
は
争
い
が
あ
る
。
〈
m-J
関
門

o
m
Z
(『ロ
-
H
b
L
凶・日コ
w

n

日
記
長
。
円
(
司
HH

・
3
・∞
-
H
H
∞同・

川
刷
∞
Z
E
(『ロ
-
m
C
)

唱

ω
H
H〈
宮

)

唱

σ)
・〈向日
J
R
Y
H
H
H
r
o

円(『ロ・
4
)

噌∞
-
H
H
2
・
ユ
ン
カ
i
は
、
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
に
基
づ
く
決
定
と
内
閣
の
決

定
と
は
質
が
異
な
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
対
内
的
、
一
般
的
な
意
思
の
発
露
で
あ
っ
て
特
定
の
形
式
は
存
せ
ず
、
後
者
は
対
外
的
、
具

体
的
な
行
為
で
あ
っ
て
形
式
が
存
す
る
。
両
者
は
両
立
可
能
で
あ
り
、
あ
る
事
項
が
基
本
方
針
権
限
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
行
為
に
移
す
時

点
で
内
閣
の
決
定
を
経
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
執
務
規
則
一
五
条
も
宰
相
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
問
題
あ
り
と

は
し
な
い
。

ω
O
E
-
m
g
(『ロ・
ω
)
・∞∞
-
H
H
ω
l
H
H
∞L
N

2

・

例
制
〈
m-JM内向。『ロ日向
0

・(『ロ・
ω
)
咽∞
-
H
H
H
・
カ
レ
l
ン
ケ
は
、
上
記
の
よ
う
に
宰
相
優
位
を
維
持
す
る
合
憲
限
定
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
つ
つ
も
、
そ
の
前

提
と
し
て
政
府
内
の
権
限
分
配
を
柔
軟
に
行
う
可
能
性
を
認
め
る
。
な
お
彼
じ
し
ん
は
、
内
閣
の
合
議
に
委
ね
る
こ
と
に
好
意
的
で
、
単
独
で
の
決
定

に
伴
う
判
断
の
誤
り
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
観
点
か
ら
合
議
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三
節

宰
相
と
の
関
係

ω
内
閣
に
お
け
る
宰
相
・
大
臣

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

意
思
決
定
手
続

そ
れ
で
は
内
閣
に
お
い
て
宰
相
が
い
か
な
る
地
位
に
位
置
し
、

1
1
J
 

4
1
1
 

(
 

ど
こ
ま
で
の
権
限
を
有
す
る
の
か
。
ド
イ
ツ
で

は
、
内
閣
に
お
け
る
意
思
決
定
手
続
が
執
務
規
則
に
よ
り
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
大
臣
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
議
案
、
説
明
は
、
宰
相

府
長
官
(
∞

g
m
5
2
0
r
g広
三
凶
g
回
口

E
2
5ロ
N-05)
に
出
さ
れ
る
ほ
か
、
同
時
に
す
べ
て
の
大
臣
及
び
大
統
領
府
長
官
に
も
直
接
渡

さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
つ
二
条
二
項
)
、
「
審
議
前
に
内
容
の
検
討
を
行
う
た
め
に
十
分
な
時
間
を
お
く
」
た
め
に
、
審
議
さ
れ

る
閣
議
の
一
週
間
前
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
一
二
条
三
項
)
。
ま
た
、
定
足
数
は
、
主
宰
者
(
〈

0
2日け
NS(目
。
ロ
)
を
含
め
て
大
臣

の
過
半
数
で
あ
る

(
二
四
条
一
項
)
。
議
決
は
投
票
の
過
半
数
で
行
う
(
二
四
条
二
項
)
。

こ
の
占
…
、

日
本
と
の
比
較
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、

し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
、

日
本
と
同
様
に
大
臣

と
各
省
長
官
と
の
兼
任
制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
な
「
所
管
原
理
」

の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
閣
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に
お
け
る
意
思
決
定
の
際
に
全
会
一
致
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府
構
成
員
と
し
て
の
大
臣
の
地
位
が
各
省
長
官

仰

と
し
て
の
地
位
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
冒
頭
に
掲
げ
た
意
思
決
定
手
続
に
関
す
る
諸
準
則
は
、

ヘ
ル
メ
ス
に
よ
れ
ば
、
内
閣
へ
の
帰
責
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

近畿大学法学

の
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
宰
相
は
、
大
臣
に
対
し
、
定
足
数
、
決
議
要
件
、
情
報
提
供
な
ど
で
一
定
の
配
慮

を
払
う
べ
き
憲
法
上
の
他
律
的
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
全
面
的
に
内
閣
の
自
律
権

州
仰

を
尊
重
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
も
若
干
異
な
る
仕
組
み
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(2) 

手
続
上
の
優
位

そ
れ
で
は
、
内
閣
に
お
け
る
意
思
決
定
手
続
の
中
で
宰
相
は
特
別
な
地
位
を
有
す
る
の
か
、

そ
し
て
有
す
る
と

す
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
の
特
別
な
地
位
、
権
限
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
宰
相
が
、
政
府
の
執
務
指
揮
権
(
六
五
条
四
項
)
を
有

的

す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。
宰
相
は
手
続
上
、
優
位
に
立
つ
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
旦
(
体
的
に
は
宰
相
は
次
の
よ
う
な
権
限
を
有

す
る
。
宰
相
は
閣
議
の
議
事
日
程
を
決
め
る
。
ま
た
宰
相
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
経
過
を
た
ど
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
は
決
定
を
引
き

延
ば
す
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
厳
密
に
は
権
限
で
は
な
い
が
、
閣
議
の
前
段
階
で
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
で
、

そ
も
そ
も

自
分
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
提
案
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
宰
相
は
、
審
議
の
一
週
間
前
に
議
案
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
上
述
の
ル

l
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
優
越
的
な
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
[
:
:
:
]
二
大
臣
ま
た
は
代
理
の
申
出
に
基
づ
き
、
こ
の
事
項
は
議
事
日
程
か
ら
削
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
宰
相
が
直
ち
に
審

議
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
を
除
く
」
(
一
二
条
三
項
)
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
持
ち
回
り
閣
議
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い

例
制

る
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
議
案
を
持
ち
回
り
閣
議
に
付
す
か
否
か
の
最
終
的
な
決
定
権
限
も
宰
相
に
あ
る
(
二

O
条
二
項
)
。
こ
れ
ら
の
権

限
の
根
底
に
は
、
宰
相
が
何
を
議
事
に
す
る
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
と
整
理
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
何



を
議
事
に
す
る
か
を
決
定
す
る
際
に
は
何
ら
か
の
調
整
を
行
う
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
宰
相
は
一
定
の
調
整
権
を
も
有
す
る
と
解
さ
れ

る
。
大
臣
聞
の
意
見
の
相
違
の
解
決
に
つ
い
て
、
閣
議
に
か
け
る
前
に
宰
相
が
調
整
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
(
執
務
規
則
一

七
条
二
項
)
も
こ
の
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(3) 

実
体
上
の
優
位

そ
れ
で
は
宰
相
は
、

い
わ
ば
実
体
的
に
も
何
ら
か
の
優
越
的
な
地
位
を
有
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
、
宰
相
が
例
外
的
に
可
否
同
数
の
場
合
の
決
定
権
を
有
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
(
執
務
規
則
二
四
条
二
項
)
。
し
か
し
、
こ
れ
を
越

え
て
内
閣
で
の
審
議
や
議
決
で
大
臣
に
対
し
決
定
の
内
容
に
関
し
て
大
枠
の
指
示
等
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
は
争
い
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
宰
相
か
ら
見
れ
ば
こ
の
場
に
基
本
方
針
権
限
を
持
ち
出
す
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
、
大
臣
か
ら
見
れ
ば
宰
相
の
指
示
権

(
巧
包
ω
日
記
号
。
。
F
6
に
服
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

こ
の
点
、
学
説
は
肯
定
、
否
定
双
方
が
措
抗
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
、
た
と
え
ば
、
基
本
方
針
権
限
は
合
議

体
権
限
(
問
。
戸
。

E
m
w
F
O
B唱
の
け

gN)
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
、
内
閣
は
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
宰
相
は
執
務
指

ω
 

揮
権
の
行
使
を
除
い
て
は
「
司
会
者
」
(
冨
o
含

S
Z
S
と
し
て
の
役
割
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
管
原
理
と

の
関
係
で
は
基
本
法
六
五
条
二
文
に
存
す
る
「
基
本
方
針
の
範
囲
内
で
」
と
い
う
文
言
が
合
議
体
原
理
と
の
関
係
で
は
存
在
し
な
い
こ
と

を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
内
閣
の
審
議
、
議
決
の
際
に
も
宰
相
が
基
本
方
針
権
限
を
行
使
し
て
大
臣
に
一
定
の
枠
を

は
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
理
解
も
ま
た
有
力
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
仮
に
か
か
る
「
実
体
的
」
な
権
限
を
認
め
な
く
て
も
、
「
手
続

的
」
な
権
限
の
行
使
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
「
実
体
的
」
な
権
限
を
付
与
し
た
の
と
変
わ
ら
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

(4) 

括

以
上
、
非
常
に
雑
駁
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
閣
に
お
け
る
宰
相
の
地
位
、
宰
相
と
大
臣
と
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
少
な
く
と
も
宰
相
は
手
続
上
は
優
越
的
な
地
位
を
有
す
る
の
で
、
少
な
く
と
も
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実
際
に
宰
相
の
意
思
に
反
す
る
決
定
が
内
閣
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
と
は
あ
り
う
る
が
そ
れ
は
別
で
あ
る
。

積
極
的
に
自
ら
の
望
む
決
定
を
大
臣
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
行

も
ち
ろ
ん
、

政
治
的
な
駆
け
引
き
の
結
果
、

宰
相
が
譲
歩
す
る

笹
川
二
に
、

宰
相
は
、

実
体
上
、

う
ま
で
の
優
越
的
な
地
位
に
あ
る
と
い
え
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
も
っ
と
も
、

過
半
数
の
賛
成
が
あ
れ
ば
残
り
の
大
臣
の
反
対
を
法
的
に

近畿大学法学

も
押
し
切
れ
る
こ
と
、

日
本

手
続
的
な
権
限
の
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
内
閣
の
決
定
に
自
ら
の
意
思
を
相
当
反
映
さ
せ
う
る
こ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、

と
の
比
較
の
上
で
も
興
味
深
い
。

論
者
に
よ
っ
て
は
一
定
の
議
事
手
続
が
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
他

律
的
に
内
閣
を
拘
束
す
る
点
な
ど
、

自
律
に
委
ね
る
イ
ギ
リ
ス
の
在
り
方
と
は
異
な
る
と
解
さ
れ
る
点
も
存
す
る
も
の
の
、

基
本
的
に
は

類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
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目
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る
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ド
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も
他
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で
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閣
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の
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い
る
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第
三
章

議
会
に
対
す
る
責
任
か
ら
み
る
宰
相
と
大
臣
、
政
府
の
関
係

第
一
節

議
会
に
対
す
る
責
任

、，aE'
a
l
E
 

(
 
単
独
責
任

日
本
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
連
帯
責
任
」
の
観
念
は
存
在
せ
ず
、
「
単
独
責
任
」
制
が
採

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

用
さ
れ
て
い
る
。
基
本
法
六
五
条
一
文
で
「
連
邦
宰
相
は
、
政
府
の
基
本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
」
、
二
文
で
「
こ

の
基
本
方
針
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
連
邦
大
臣
は
、
独
立
し
て
、
か
つ
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
自
己
の
所
轄
事
務
を
指
揮
す
る
」
と
し
、

宰
相
と
大
臣
に
つ
い
て
責
任
を
明
文
で
定
め
る
。
か
か
る
「
単
独
責
任
」
制
は
、
宰
相
と
大
臣
、
政
府
(
合
議
体
と
し
て
の
)

の
権
限
分

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

配
と
一
定
の
対
応
関
係
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
「
単
独
責
任
」
制
の
検
討
を
通
じ
て
、
「
連
帯
責
任
」
を
採
る
場
合
と
は
異
な
る
権

限
分
配
の
あ
り
方
が
浮
か
び
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
現
実
政
治
の
上
で
も
、
責
任
の
負
い
方
を
通
し
て
宰
相
と
大
臣
、
政
府
と

の
聞
に
「
連
帯
責
任
」
を
採
る
場
合
と
は
異
な
る
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
以
下
で
は
、

議
会
に
対
す
る
責
任
の
構
造
を
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
の
点
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

は
じ
め
に
、
責
任
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
に
お

(2) 

責
任
の
内
容

い
て
は
、
責
任
と
は
大
き
く
二
つ
の
要
請
が
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
二
つ
の
要
請
と
は
、
パ
ド
ゥ

l
ラ
の
表
現
を
用
い
れ

ば
、
「
官
職
の
遂
行
の
法
へ
の
適
合
性
及
び
政
治
的
な
目
的
へ
の
整
合
性
に
対
す
る
説
明
義
務
(
伺

2
Zロ
m
の
『
え
宮
古

E
O宮
片

E仲
間

5
5

と
い
う
意
味
で
の
責
任
」
と
「
政
府
が
そ
の
と
き
ど
き
の
議
会
多
数
派
に
政
治
的
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
責
任
」
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
者
に
=
〈
。

5
三者
O
E
C
ロ
旬
、
後
者
に
，
ξ
。ユ

5
5ロ
、
、
と
い
う
語
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
、

「
官
職
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の
遂
行
」
に
お
け
る
宰
相
、
大
臣
、
政
府
の
関
係
に
着
目
す
る
た
め
、
第
一
の
責
任
(
，
，
〈
角

m5210三
百
戸
町
、
、
)
を
中
心
に
検
討
を
お
こ
な

う
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
第
二
に
、
こ
の
第
一
の
責
任
(
=
〈
⑦

E
E巧
O
E
C
ロ
問
、
、
)
の
内
容
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
類
す
る
見
解
に
触
れ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、

近畿大学法学

ク
レ

1
ガ
!
は
、
責
任
を
釈
明
責
任
(
問
。

SSω
与
え
Z
E
-
-
S
C
と
履
行
責
任
(
司
品
Em注目
O
E
-
-片
宮
)
と
に
分
け
る
。
前
者
の
実

現
に
資
す
る
制
度
が
、
大
臣
に
議
会
へ
の
出
席
お
よ
び
答
弁
を
義
務
づ
け
る
基
本
法
四
三
条
一
項
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
不
履
行
や
失
敗

に
つ
き
、
軽
い
場
合
に
は
そ
の
穴
埋
め
を
し
、
ま
た
適
切
な
予
防
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
重
い
場
合
に
は
辞
職
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
「
履
行
責
任
は
議
会
に
よ
る
不
信
任
決
議
を
前
提
と
は
し
て
い
な
い
」
と
い
う
点

で
あ
る
。
「
む
し
ろ
逆
に
不
信
任
決
議
が
履
行
責
任
を
前
提
と
し
て
い
る
。
履
行
責
任
は
不
信
任
決
議
を
行
使
し
え
な
い
場
合
で
も
存
在

し
、
連
邦
政
府
の
す
べ
て
の
構
成
員
に
原
則
と
し
て
同
じ
よ
う
に
当
て
は
ま
る
」
。
も
ち
ろ
ん
、
履
行
責
任
を
求
め
る
方
法
の
中
で
も
っ
と

も
鋭
い
も
の
が
不
信
任
決
議
の
制
度
で
あ
り
、
基
本
法
は
、
六
七
条
に
お
い
て
、
限
定
的
に
、
宰
相
の
履
行
責
任
を
実
現
す
る
際
に
の
み
、

こ
れ
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ク
レ
!
ガ

i
の
履
行
責
任
の
概
念
は
先
に
掲
げ
た
大
き
な
範
轄
の
=
〈
。
ユ

5
5
q，
と
は

異
な
り
、
む
し
ろ
，
，
ぐ
の
片
山
三
者
。
江
戸
口
問
主
に
着
目
し
て
そ
の
一
内
容
を
捉
え
た
も
の
と
理
解
し
う
る
。

(3) 

責
任
発
生
の
基
準

な
お
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
程
度
の
責
任
(
，
，
ぐ
。

5
5巧
0
2
5拓
、
、
)
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
基
準
は
明

確
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
大
臣
の
責
任
を
論
じ
る
の
に
故
意
や
過
失
と
い
っ
た
帰
責
性
が
必
要
と
さ
れ
る

か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
や
バ
ド
ゥ

l
ラ
の
よ
う
に
辞
職
と
結
び
つ
け
る
場
合
に
お
い
て
は
個
人
と
し
て
の
帰
責

同

性
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
明
言
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、

一
般
に
は
、
民
事
責
任
や
刑
事
責
任
を
論
じ
る
場
合
と
異

な
り
、
大
臣
の
帰
責
性
は
要
件
と
さ
れ
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
を
形
づ
く
る
適
法
性
お
よ
び
合
目



的
性
を
定
め
る
の
は
、
連
邦
議
会
、

仰

と
り
わ
け
、
重
要
な
統
制
権
の
担
い
手
で
あ
る
議
会
少
数
派
の
事
項
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
本
稿
の
関
心
か
ら
着
目
し
た
い
の
は
、
責
任
を
論
じ
る
た
め
に
権
限
の
帰
属
を
考
察
す
る
見
解
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

わ

く
、
「
責
任
を
論
じ
る
に
は
、
当
該
事
項
領
域
に
対
し
て
、
宰
相
、
大
臣
ま
た
は
内
閣
に
権
限
が
帰
属
し
て
い
る
こ
と
で
十
分
な
の
で
あ

る
」
。
こ
の
表
現
は
、

二
つ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
権
限
と
責
任
の
関
係
は
、

[
権
限
]
↓
[
責
任
]

あ
っ
て
、

で
は
な
い
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
権
限
が
あ
る
こ
と
は
責
任
を
負
う
こ
と
の
十
分
条

[
責
任
]
↓
[
権
限
]

件
で
あ
る
が
、
必
要
条
件
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宰
相
や
大
臣
の
責
任
が
明
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
ら
に
何
ら
か
の
権
限
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

そ
こ
か
ら
一
定
の
権
限
を
導
く

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
は
端
的
に
各
々
の
権
限
の
有
無
を
問
う
て
い
く
し
か
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
何
ら
か
の

権
限
の
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
ま
た
責
任
の
所
在
そ
の
も
の
が
与
え
る
実
際
政
治
上
へ
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
。
以
下
で
は
大
臣
、
政
府
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
責
任
の
在
り
方
を
検
討
す
る
中
で
、
か
か
る
責
任
の
在
り
方
が
、
大
臣
、
内
閣
と
宰

相
と
の
間
で
、

ど
の
よ
う
な
関
係
を
前
提
と
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
政
治
力
学
上
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

、正
ω
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時
弟
二
時
即

大
臣
の
責
任
と
宰
相

)
 

1
 

''I

、
大
臣
が
責
任
を
負
う
相
手

基
本
法
六
五
条
二
文
は
大
臣
の
責
任
に
つ
い
て
、
「
こ
の
基
本
方
針
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
連
邦
大

臣
は
、
独
立
し
て
、
か
つ
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
自
己
の
所
管
事
務
を
指
揮
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
の
条
項
の
解
釈
の
あ
り
方
は
、
宰
相

の
権
限
行
使
に
対
す
る
制
約
を
考
察
す
る
際
に
も
重
要
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
こ
で
大
臣
が
責
任
を
負
う
相
手
が
議

会
な
の
か
宰
相
な
の
か
に
よ
っ
て
、
宰
相
の
立
場
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な
違
い
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
臣
が
議
会
に
責
任
を
負
う
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
こ
と
は
二
つ
の
点
で
宰
相
の
権
限
行
使
に
対
す
る
制
約
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
議
会
が
直
接
、
大
臣
に
対
し
て
責
任
を
追
及
で
き
る
こ
と
は
、
大
臣
の
任
免
権
者
で
あ
り
内
閣
の

一
体
性
の
纏
め
手
で
あ
る
宰
相
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
え
ば
、

そ
し
て
そ
の
度

合
い
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
大
臣
の
独
自
性
も
大
き
く
な
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
宰
相
の
権
限
行
使
に
対
す
る
制
約
に
な
る
点

で
あ
る
。
ク
レ

l
ガ

l
が
「
代
表
委
任
や
、
そ
れ
に
対
応
し
て
議
会
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
受
任
者
が
原

則
的
な
指
揮
、
決
定
、
行
為
の
自
由
を
有
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
」
と
論
じ
る
の
は
、
こ
の
文
脈
で
理
解
で
き
よ
う
。
宰
相
と
大
臣
の
関

係
を
考
察
す
る
本
稿
の
関
心
か
ら
は
、
後
者
が
重
要
と
な
る
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
も
し
大
臣
が
責
任
を
負
う
相
手
は
議
会
で
な
く
宰
相
で
あ
る
と
し
て
も
、
確
か
に
大
臣
は
宰
相
に
対
し
、
所
管
事
務
に



一
定
程
度
「
独
立
し
て
」
指
揮
等
を
行
う
自
由
1
1
l
そ
れ
が
「
所
管
原
理
」
で
あ
ろ
う
1

1

ー
を
確
保
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

「
自
律
の
観
念
と
責
任
の
観
念
と
の
間
に
は
必
然
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
」
以
上
、
「
責
任
」
を
論
じ
る
意
味
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し

関
し
て
、

か
し
、
責
任
を
負
う
相
手
が
宰
相
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
宰
相
の
大
臣
に
対
す
る
優
越
的
地
位
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
解
釈
を
と
る
場
合
に
は
、
前
者
の
解
釈
に
比
し
て
、
大
臣
と
の
関
係
に
お
い
て
は
宰
相
の
権
限
行
使
に
対
す
る
制
約
は
小

さ
く
な
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
ち
ら
の
解
釈
が
強
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
か
つ
て
は
大
臣
が
責
任
を
負
う
相
手
は
宰
相
で
あ
る
と
の
理
解
が
強

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
「
広
く
行
き
渡
っ
た
理
解
に
よ
れ
ば
、
六
五
条
は
、
議
会
に
対
す
る
責
任
を
連
邦
大
臣
に
も

定
め
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

も
っ
と
も
、
「
議
会
に
対
す
る
責
任
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
実
が
問
題
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
基
本
法
で
は
、

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
五
四
条
で
定
め
て
い
た
、
各
大
臣
に
辞
職
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
不
信
任
決
議
の
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
。
基
本
法

制
脚

上
、
議
会
が
大
臣
に
対
し
て
行
使
し
う
る
権
限
は
、
議
会
へ
の
出
席
要
求
権
、
質
問
権
(
四
三
条
)
、
調
査
権
(
四
四
条
)
に
と
ど
ま
る
。

(2) 

責
任
の
内
容

責
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
場
合
の
「
制
裁
」
が
な
い
の
に
責
任
を
語
り
う
る
の
か
。
大
臣
が
「
議
会
に
対
す
る
責
任
」
を
有
す
る
と
す
る

ω
 

理
解
に
否
定
的
な
論
者
は
こ
の
点
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
大
臣
の
「
議
会
に
対
す
る
責
任
」
を
肯
定
す
る
論
者
は
そ
の
内
容

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
理
解
の
仕
方
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
責
任
を
最
終
的
に
職
を
辞
す
る
こ
と
と
結
び
付
け
つ
つ
も
、

そ
れ
は
法
的
に
強
制
さ
れ
な
く
て
も
他
の
制
度
を
通
じ
て
政
治

的
に
実
現
さ
れ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
大
臣
が
責
任
を
負
う
相
手
は
宰
相
の
み
な
ら
ず
議
会
も
で

あ
る
と
主
張
す
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
不
信
任
決
議
の
制
度
が
な
い
こ
と
は
、
大
臣
の
議
会
に
対
す
る
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
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い
。
不
信
任
決
議
の
制
度
が
な
く
て
も
、
議
会
は
質
問
権
な
ど
の
手
持
ち
の
武
器
を
使
っ
て
大
臣
を
辞
職
に
追
い
込
む
こ
と
が
で
き
れ

紛

ば
、
責
任
を
十
分
に
実
効
的
に
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
へ
ッ
セ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
「
連
邦
議
会
が
連
邦

宰
相
に
の
み
不
信
任
を
宣
言
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

近畿大学法学

た
し
か
に
、
連
邦
議
会
は
、
各
大
臣
を
法
的
に
辞
職
に
追
い
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
議
会
と
政
府
の
政
治
的
な
協
力
の
枠
内

で
、
議
会
は
、
連
邦
大
臣
に
対
し
て
連
邦
議
会
の
不
賛
成
(
冨
EE--仲
間
日
記
)
を
宣
言
し
た
り
、
連
邦
宰
相
に
、
連
邦
大
統
領
に
大
臣
の

解
任
を
提
案
す
る
よ
う
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
責
任
を
果
た
さ
せ
る
だ
け
の
十
分
な
手
段
を
有
す
る
」
。

も
う
一
つ
の
理
解
は
、
責
任
を
辞
職
か
ら
切
り
離
し
釈
明
責
任
(
そ
し
て
履
行
責
任
)
と
の
関
係
に
重
点
を
お
い
て
捉
え
る
も
の
で
あ

7
Q

。
ユ
ン
カ

i
は
、
官
職
の
保
持

(
k
r
s
z
Eロ
各
与

EMm)
と
官
職
の
遂
行

(
k
r
E
Z
E
F
E口
問
)
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
そ
の
上
で
、
「
議
会
は
大
臣
の
官
職
の
保
持
に
は
何
ら
の
影
響
も
も
た
ず
、

そ
れ
ゆ
え
大
臣
は
議
会
の
信
任
(
〈
。

2
5
5ロ
)
を
要

し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
責
任
は
官
職
の
遂
行
に
の
み
関
わ
る
。
官
職
の
遂
行
は
完
全
に
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
」
と
論
じ
、

例
制

こ
れ
に
対
応
す
る
制
度
と
し
て
、
大
臣
の
議
会
へ
の
出
席
、
発
言
、
答
弁
の
義
務
を
掲
げ
る
。
ク
レ
!
ガ

l
も
、
議
会
に
対
す
る
責
任
と

は
、
第
一
に
発
言
及
び
答
弁
、
す
な
わ
ち
説
明
を
果
た
す
こ
と
、

そ
し
て
第
二
に
説
明
し
た
こ
と
を
請
け
負
う
こ
と
宮
古
丘
各
g
)
を

刷
側

意
味
す
る
と
述
べ
る
。
か
か
る
理
解
は
「
責
任
」
概
念
の
十
九
世
紀
前
半
か
ら
の
歴
史
的
理
解
に
も
対
応
す
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
ま
た
、

第
一
節
で
触
れ
た

，
，
〈
⑦
吋
守
山
口
g
=
と
=
〈
雪
印
H
E
J
5
2
5
H問
、
、
と
を
峻
別
し
て
考
え
よ
う
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
理
解
で
、

や
や
議
論
の
重
点
の
置
き
方
は
異
な
る
も
の
の
、
次
の
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
「
責
任
を
負
う
」
と
い
う
こ
と
と
不
信
任
決
議
に
よ
る
辞
職
を
法
的
に
強
制
す
る
制
度
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
。

そ
し
て

第
二
に
、
議
会
に
よ
る
質
問
権
、

そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
大
臣
の
釈
明
責
任
や
履
行
責
任
(
最
終
的
な
担
保
と
し
て
「
自
発
的
な
」
辞

-164-



職
に
追
い
込
む
と
こ
ろ
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
)
を
責
任
の
内
容
に
含
め
る
こ
と
で
あ
る
。

(3) 

大
臣
の
責
任
と
宰
相
の
地
位
と
の
関
係

そ
れ
で
は
、
こ
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
こ

と
は
宰
相
の
権
限
行
使
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
示
唆
的
な
の
は
、
大
臣
の
釈
明
責
任
や
履
行
責
任
を
宰
相
の
基
本

方
針
権
限
の
限
界
と
関
連
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
ユ
ン
カ
!
の
所
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
臣
が
宰
相
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う

と
す
る
説
も
、
「
基
本
方
針
権
限
は
所
管
行
政
(
開
。
∞
ω
。
ユ
〈
。

3
邑
E口
問
)

へ
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
な
の
で
、
連
邦

宰
相
は
彼
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も
大
き
く
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
」
。
し
か
し
「
権
限
と
責
任

と
は
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
国
法
上
の
基
本
原
則
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
臣
は
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
「
大
臣
の
所
管
原
理
H
宰
相
の
基
本
方
針
権
限
の
限
界
H
大
臣
の
対
議
会
責
任
」
と
固
定
的
に
理
解
し
よ
う

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

と
す
る
視
点
が
存
在
す
る
。
か
か
る
視
点
か
=
り
す
れ
ば
、
逆
に
、
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
こ
と
は
宰
相
の
権
限
行
使
を

た
だ
ち
に
制
約
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
点
、
権
限
と
責
任
に
関
す
る
よ
り
柔
軟
な
理
解
に
立
て
ば
異
な
る
像
を
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
大
臣
が
議
会
に
対

し
て
直
接
に
責
任
を
負
う
と
し
て
も
、
「
議
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
を
形
づ
く
る
適
法
性
お
よ
び
合
目
的
性
を
定
め
る
の
は
、
連

邦
議
会
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
範
囲
は
あ
る
程
度
の
流
動
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
議
会
の
政
府
統
制
の
実
効

性
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
議
会
の
立
場
か
胃
り
す
れ
ば
、
関
心
の
あ
る
行
政
に
つ
い
て
適
切

な
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
説
明
の
主
体
が
宰
相
で
あ
ろ
う
が
大
臣
で
あ
ろ
う
が
関
係
な
い
と
い
え
る
し
、
説
明
を
求
め
る
事

項
が
政
治
的
に
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
判
断
す
る
な
ら
ば
、
大
臣
で
は
な
く
む
し
ろ
宰
相
に
釈
明
責
任
、
履
行
責
任
を
求
め
る
可
能
性

を
開
い
て
お
く
こ
と
が
議
会
の
側
か
ら
も
望
ま
し
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
宰
相
は
、
自
ら
に
求
め
ら
れ
た
釈
明
責
任
、
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履
行
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
大
臣
か
ら
報
告
を
徴
収
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
臣
を
解
任
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
(
む

じ
ろ
必
要
と
な
る
)
。
第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
所
管
原
理
は
絶
対
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
理
解

は
、
見
方
に
よ
れ
ば
宰
相
の
責
任
が
そ
の
権
限
よ
り
も
若
干
大
き
く
な
る
場
合
を
生
む
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
場
合
も
、
第
一
節
で
指
摘

近畿大学法学

し
た
よ
う
に
、
「
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
責
任
を
負
う
こ
と
の
十
分
条
件
で
あ
る
と
し
て
も
必
要
条
件
と
は
い
え
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、

た
だ
ち
に
「
国
法
上
の
基
本
原
則
」
に
反
す
る
か
ら
妥
当
で
な
い
、
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な

柔
軟
な
理
解
に
立
て
ば
、
大
臣
の
対
議
会
責
任
を
肯
定
し
た
と
し
て
も
、
所
管
原
理
の
内
容
が
宰
相
の
関
与
を
排
除
す
る
か
た
ち
で
固
定

的
に
存
在
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
独
自
の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
実
際
上
、
大
臣
が
「
議
会
が
納
得
す
る
か
た
ち
で

私
じ
し
ん
の
釈
明
責
任
、
履
行
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
宰
相
の
意
向
に
反
し
て
で
も
私
じ
し
ん
の
方
針
を
採
る
」

と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
も
正
当
化
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

や
は
り
宰
相
の
大
臣
に
対
す
る
立
場
は
弱
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
「
宰
相
が
大
臣
の
任
免
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
が
効
い
て
く
る
と
解
さ
れ
る
。
仮
に
大
臣
が
上
の
よ
う
な

そ
れ
に
対
し
宰
相
は
「
い
や
、
も
し
最
終
的
に
議
会
が
あ
な
た
の
解
任
を
求
め
て
き
た
と
し
て
も
、
わ
た
し

は
あ
な
た
を
解
任
し
な
い
。
身
を
張
っ
て
守
る
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
自
身
が
議
会
の
納
得
す
る
と
思
う
方
針
を
採
る
の
で
は
な
く
、
わ
た

こ
と
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、

し
の
方
針
に
従
っ
て
動
き
な
さ
い
」
と
対
抗
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
宰
相
の
持
つ
任
免
権
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、
公
の
場
で
の

発
言
や
議
会
で
の
行
動
に
お
い
て
基
本
方
針
や
政
府
の
見
解
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル

l
ル

(
執
務
規
則
一
二
条
、
二
八
条

二
項
)
を
担
保
し
、
「
政
府
に
お
け
る
職
務
遂
行
の
一
体
性
」
の
確
保
(
執
務
規
則
二
条
)
に
資
す
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
釈
明
責
任
、
履
行
責
任
と
い
っ
た
か
た
ち
で
独
自
に
責
任
を
負
う
こ
と
は
、

そ
れ
ほ



ど
大
臣
の
宰
相
に
対
す
る
独
立
性
を
強
め
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

む
し
ろ
大
臣
の
地
位
が
議
会
に
よ
っ
て
直
接
に
で

は
な
く
、

宰
相
に
よ
っ
て

少
な
か
ら
ず
宰
相
の
大
臣
に
対

(
議
会
か
ら
見
れ
ば
宰
相
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
)
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
、

す
る
地
位
を
高
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ヘ
ッ
セ
の
次
の
所
説
も
、

こ
の
よ
う
な
文
脈
の
下
で
理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と

解
さ
れ
る
。

「
基
本
法
は
大
臣
と
連
邦
議
会
と
の
聞
に
連
邦
宰
相
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
臣
は
議
会
に
対
し
て
大
き
な
独
立

宰
相
の
基
本
方
針
に
対
す
る
大
臣
の
拘
束
も
強
め
ら
れ
る
」
。

性
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
、

宰
相
へ
の
従
属
性
は
高
め
ら
れ
、

冷王

市り
向
Huv

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

〈
m
f
回
o
o
Z口問。円〔目。(『ロ・

ω)
岨∞

-
E臼
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
よ
れ
ば
、
大
臣
の
議
会
に
対
す
る
責
任
は
、
大
臣
の
行
政
上
の
独
自
性

(
4
0
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9
1
5
H
m
m
B
P門出向。

F
E
E川
町
丘
仲
間
町
巴
什
)
を
正
当
化
す
る
。
ま
た
、
大
臣
の
議
会
に
対
す
る
責
任
を
認
め
な
け
れ
ば
、
大
臣
は
「
次
官
、
命
令
に

拘
束
さ
れ
る
官
吏
に
過
ぎ
な
く
な
り
う
る
」
。
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岨
∞
・
日
44
・
見
解
の
変
化
に
つ
き
、
口
号
巧
g
官
y
ζ
E
5
0コ
。
E
E
g
R庄
の
F
Z
X
E
(目。円

P
E
ω
E
S
S
E
R
F
S

MUEM内
町
(
戸
母
国
EH(目。
ω円
。
日
)
ロ
ず
民
日
門
口
。
E
mの
F
Fロ
門
戸
国
E
o
E
E。ユ
2
Fの
回
。
∞
g
p〔目印伊戸内ロ
m
H
F
B
P
N
R
Z岳
丘
町
け

EHe
句

mw己
O
B
Oロ
宮
内
吋
mmoロ
Hmw

]5∞h
F

∞・日
ω中町内・

例
制
〈
問
「
ン
ー
o-w角
田
g
m
p
出戸口門
HgwmwHHN-oEBEHH丘
四
戸
口
〔
目
。
ω円。
m
-
0
2ロ
m
-
ω
k
F
C
2ニ
NCCH
噌
∞
・
口
一
同
号
B
g

基
本
法
制
定
時
の
議
論
の
概
説
と
し
て
、
出
向

B
2
2ロ・

5
・
〉

E
・
g-R(凶
号
・
ω
・

州
側
〈
向
日
・
十
F

Z吋
回
mH(古門
P
∞
g
m
E
m円。。
F
Y
ω
k
r三日
JNCCω
・
一
回
出
口
-HC∞・

州
側
冨
OU1HH(『ロ・

0
)
?〉
ユ
・
∞
戸
一
同

(-R・
ω・

紛
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
国
防
相
の
辞
職
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
国
営
宮
口
U
E
o
Qロ・

ω)
場∞

-
E
P
『
P
ω
P
∞
-
E
?
『ロ・

8
・

(
『
ロ
・
白
)
ゆ
〉
H
A
・
白
戸
出
品
ロ
円
-

N

・
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州
側
出
g
m
o
(
『ロ

-sw

(可ロ・∞一
{

)

w

∞∞
-
m
h
R山|∞・

例
制

nH
ロ
ロ
}
内
角
(
『
ロ
・

3
ム
∞
・
∞
C
l∞
H
u
g
・

側
側
関
ろ
向
。
吋
(
司
ロ
-
H
5
・∞・

2
・
∞
芯
}
H
O
m
H
5
F

問
。
ロ
ロ
ロ
宮
(
『
P
N
3
・
∞
・
怠
u

『ロ・

2
∞
-

M
∞
・
ラ
イ
ヒ
憲
法
下
で
は
、
議
会
に
対
す
る
責
任
は
説
明

責
任
で
あ
る
と
の
理
解
が
優
勢
で
あ
っ
た
。

k
p
E日
)
F
o
ロ
upg百
円
山
口
-
E
W
E
・ω
C
H
I
N
-
も
っ
と
も
、
君
主
制
の
当
時
と
民
主
制
の
今
日
で
は
文
脈
が
異

な
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
議
論
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
基
本
法
制
定
過
程
で
も
、

「
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
」
と
い
う
文
言
は
、
全
体
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
不
信
任
決
議
の
制
度
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
い
っ
た
ん
削
除
さ
れ
た
。

ユ
ン
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
全
体
編
纂
委
員
会
は
、
連
邦
議
会
の
信
任
と
連
邦
大
臣
の
責
任
と
を
必
然
的
に
結
合
し
た
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
」
。
し

か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
文
言
は
中
央
委
員
会
第
一
読
会
の
時
点
で
復
活
し
、
再
度
、
削
除
の
提
案
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
提
案
が
否
決
さ
れ
て

残
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

nHEM}内
角
(
『
ロ
・

3
w
∞
・
斗
民
・
∞
-
o
F
。
告
の
F
n
E
H
N
Z
『
H
U
S
E
-
∞
-hHω
∞・

側
臼
己
ロ
}
内
号
(
『
ロ
・

3
・∞・

2
・

側
政
治
的
な
立
場
の
苦
し
い
大
臣
を
支
え
る
の
は
、

一{戸田)・
N
h
E
∞・

ω
出。∞
m
o
(
『ロ
-
U
)
十
河
口

-
E
N
・

(『ロ・
8
w
k
F
ユ
-
白
戸
出
品
ロ
H
J
A
H
ω

・
不
賛
成
や
解
任
請
求
の
実
例
に
つ
き
、

河口・

8
斗
・
∞
芯
}
百
回
己
の
}
了
出
向
目
。
∞

出「。ロ向∞け

内
閣
の
一
体
性
の
要
請
か
ら
導
か
れ
る
宰
相
の
側
の
責
務
と
い
え
る
。

k
r
E
H
)
}
回。己一戸∞己目)円山口・

第
三
節

内
閣
の
責
任
と
宰
相

、l
，J1
 

(
 
内
閣
の
責
任
の
有
無

内
閣
の
責
任
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い

基
本
法
で
は
、

宰
相
と
大
臣
の
責
任
に
つ
い
て
触
れ
る
の
み
で
、

「
も
円
、

0

4
ム、

P
U

そ
こ
で
、

そ
も
そ
も
内
閣
に
責
任
が
あ
る
か
否
か
の
レ
ベ
ル
で
理
解
の
相
違
が
存
在
す
る
。

こ
の
占
…
、

す
な
わ
ち
内
閣
の
責
任
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
通
説
的
理
解
で
あ
る
。

内
閣
の
責
任
に
つ
い
て
論
じ
る
必
要
が
な
い
、

基
本
法
が
内
閣
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
い
こ
と
は
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
の
あ
り
方
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

ワ
イ
マ

l
ル

憲
法
の
起
草
者
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
ス
は
合
議
体
の
内
閣
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

「
合
議
体
の
決
定
の
後
ろ
に
退
く
可

-168-



能
性
は
、
た
だ
不
明
確
さ
と
混
乱
の
み
を
も
た
ら
す
」
の
で
あ
り
、
「
彼
は
こ
の
〔
H
合
議
体
の
〕
政
府
形
態
の
中
に
、
非
人
格
的
な
多
数

決
に
よ
る
決
定
の
体
現
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
に
対
す
る
政
府
構
成
員
の
明
確
な
責
任
が
見
失
わ
れ
る
危
険
を
見
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
か
か
る
見
解
の
根
底
に
は
、
合
議
体
に
責
任
を
負
わ
せ
る
と
責
任
の
所
在
が
ぼ
や
け
る
の
で
あ
っ
て
、
効
果
的
な
責
任
追

及
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
宰
相
と
大
臣
と
い
う
個
々
の
者
に
権
限
と
責
任
を
配
分
す
る
あ
り
方
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
の
価
値
判
断
が

働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
全
体
と
し
て
の
政
府
の
構
成
原
理
を
、
宰
相
原
理
と
所
管
原
理
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
と
す
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
発
想
は
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
下
、

ω
 

7
Q
O
 

そ
し
て
基
本
法
の
下
に
お
い
て
も
根
強
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

し
か
し
他
方
で
、
政
府
の
あ
り
方
を
論
じ
る
際
に
合
議
体
の
要
素
を
組
み
込
も
う
と
す
る
立
場
も
存
在
す
る
。
か
か
る
立
場
は
ワ
イ

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

マ
I
ル
憲
法
下
か
ら
見
ら
れ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
次
の
三
つ
の
事
情
が
存
在
し
て
い
た
。
第
一
に
、
現
実
政
治
に
お
い
て
内
閣
に
お
け

る
意
思
決
定
が
存
在
し
、
ま
た
増
大
し
て
い
る
と
い
う
事
実
。
第
二
に
、
連
立
政
権
と
い
う
政
党
シ
ス
テ
ム
を
考
え
れ
ば
「
合
議
体
」
に

ω
 

な
る
の
は
必
歪
で
あ
る
、
ま
た
、
宰
相
と
な
ら
ん
で
一
定
の
範
囲
で
「
責
任
を
負
う
」
大
臣
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
(
あ
る

仰

の
調
整
を
行
う
場
が
必
要
に
な
る
、
と
の
理
論
上
の
認
識
。
さ
ら
に
第
三
に
、
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
中
に
、
制
定
過

い
は
大
臣
相
互
間
)

程
に
お
い
て
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
修
正
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
権
限
、
手
続
を
定
め
る
条
項
が
加
え
ら
れ
た
と

い
う
条
文
上
の
根
拠
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
た
と
え
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
内
閣
制
を
ワ
イ
マ
!
ル
憲
法
が
潜
在
的
に
承
認
し
て
い
る
「
四

納

つ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
、
ヴ
ィ
ッ
ト
マ
イ
ヤ
!
が
、
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
五
四
条
、
五
七
条
な
ど
は
合
議
体
が
権

働

力
の
第
二
の
中
心
(
第
一
は
宰
相
)
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
背
景
事
情
は
基
本
法
の
下
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
化
が
な
い
。
現
実
政
治
に
お
い
て
内
閣
に
お
け
る
意
思
決
定
が
存
在
す
る



第52巻第 1号

の
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る
し
、
第
二
章
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
法
令
上
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
権
限
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
連
立
政
権
や
独
自
に
責
任
を
負
う
大
臣
、
と
い
う
状
況
も
引
き
続
き
存
在
す
る
。

そ
し
て
、
基
本
法
の
規
定
の
上
で
も
、

政
府
の
権
限
、
決
定
手
続
を
定
め
る
ワ
イ
マ

I
ル
憲
法
五
七
条
や
五
八
条
の
文
言
は
消
え
た
が
、
六
五
条
三
文
に
権
限
争
議
の
裁
定
権
が

近畿大学法学

存
在
す
る
。
学
説
も
す
べ
て
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
合
議
体
原
則
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
基
本
法
の
下
に
お
い
て
も
「
内

閣
の
責
任
」
に
つ
い
て
触
れ
る
論
者
が
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
合
議
体
の
要
素
を
論
じ
る
傾
向
は
、
宰
相
原
理
と
所
管
原
理
を
軸
に
政
府
の
組
織
を
議

論
す
る
傾
向
に
比
べ
て
弱
く
、
ま
た
そ
の
主
張
の
内
容
に
お
い
て
も
控
え
目
で
あ
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の

権
限
、
手
続
を
定
め
る
条
項
の
産
み
の
親
で
あ
る
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
に
お
い
て
す
ら
、
争
議
の
裁
定
を
宰
相
原
理
、
所
管
原
理
の
修
正
に

過
ぎ
な
い
と
し
、
ま
た
そ
も
そ
も
「
内
閣
が
固
有
の
指
導
を
行
う
部
分
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
れ
て
い
る
と
し
て
ど
の
程
度

か
」
に
関
し
て
不
明
確
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
基
本
法
の
下
で
も
同
じ
で
、
「
基
本
法
六
五
条
三
項
は
大
臣
の
独
自
性
を
保
障
し
た
も
の
で

そ
の
制
限
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
」
、
「
合
議
体
の
作
用
は
、
所
管
の
独
自
性
の
付
属
物
(
〉
旬
開
)
S
E
M
)

帥
叫

れ
る
の
で
あ
る
。

の
よ
う
に
見
え
る
」
と
言
わ

こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
次
に
、
内
閣
の
責
任
を
認
め
る
立
場
に
お
い
て
、

そ
の
内
容
そ
し
て
宰
相
の
権
限
行
使
と
の
関
係

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

(2) 

内
閣
の
責
任
に
肯
定
的
な
見
解

は
じ
め
に
、

こ
の
見
解
が
基
本
法
の
い
か
な
る
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お

く
。
こ
の
見
解
は
、
基
本
法
が
内
閣
の
責
任
を
明
記
し
な
い
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
六
五
条
が
「
宰
相
と
大
臣
の
責
任

に
明
示
的
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
、
政
府
内
部
の
権
限
分
配
と
連
邦
議
会
に
対
す
る
責
任
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す



る
機
能
を
有
し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、

同
叫

る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
基
本
法
六
五
条
に
「
内
閣
の
責
任
」
が
明
言
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
内
閣
の
責
任
の
否
定
に
と
り
決
定
的
で
あ

岡
山
叫

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
基
本
法
一
一
四
条
一
項
に
は
「
政
府
の
責
任
」
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
基
本
法
じ
し
ん

川
町

が
「
責
任
の
個
人
的
な
性
格
は
、
連
帯
責
任
へ
の
拡
張
に
も
聞
か
れ
て
い
る
」
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
基
本
法

mw 

一
一
二
条
に
関
す
る
事
案
に
お
い
て
、
憲
法
裁
判
所
も
「
内
閣
の
責
任
」
に
好
意
的
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
宰
相
と
大
臣
の
責
任
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
「
宣
言
的
(
確
認
的
)
な
機
能
」
を
有
す

こ
の
見
解
に
は
、
第
一
に
、

は
じ
め
か
ら
責
任
の
所
在
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
他
の
条
項
な
ど
を
通
し
て
権
限
の
配
置
を
検
討

し
、
そ
の
上
で
責
任
を
配
分
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
、

ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
下
、
ヴ
ィ
ッ
ト
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
「
議
会

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

の
影
響
力
の
増
大
は
、
必
然
的
に
、
重
要
な
政
治
問
題
の
決
定
と
政
治
的
な
責
任
と
の
重
心
を
合
議
体
に
移
す
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
の

認
識
が
示
唆
的
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
[
権
限
]
↓
[
責
任
]
と
い
う
捉
え
方
が
垣
間
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
見
解
に
は
、

制
定
法
上
の
権
限
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
慣
習
(
法
)
上
の
決
定
権
の
所
在
を
も
視
野
に
含
め
て
議
論
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
か
か
る
「
内
閣
の
責
任
は
、
成
文
憲
法
の
外
に
も
、
国
家
慣
行
(
∞
g
m
E
m
U
S
M
-
m
)

m叫

ワ
イ
マ

1
ル
期
に
遡
る
も
の
で
あ
る
。

の
中
に
展
開
し
う
る
」
と
い
う
主
張
も

ま
た
、そ

れ
で
は
、
か
か
る
内
閣
の
責
任
に
肯
定
的
な
見
解
は
、

そ
の
責
任
の
内
容
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
だ
ろ

こ
の
点
、
自
覚
的
、
明
示
的
な
議
論
は
な
い
。
あ
え
て
傾
向
を
拾
い
上
げ
れ
ば
、

う
か
。
し
か
し
、

=〈⑦円
m
H
H
什者
O
H
A
ロ
ロ
問
、
、
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
，
毛
号

qmgo円
、
に
重
点
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
ヴ
ィ
ッ
ト
マ
イ
ヤ
!
は
、
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
内
閣
の

旧
岬

「
政
治
的
責
任
」
と
は
「
議
会
お
よ
び
そ
こ
で
の
所
与
の
多
数
派
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
」
に
尽
き
る
と
述
べ
て
い
た
。
か
か
る
理
解
の

背
景
に
は
、
=
〈
。

E
三
者
。
江
戸
ロ
円
、
の
意
味
で
の
内
閣
の
責
任
は
観
念
し
え
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
現
実
に
説
明
を
行
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う
の
は
政
府
構
成
員
で
あ
る
宰
相
か
大
臣
(
の
地
位
に
就
い
て
い
る
人
間
)

で
あ
っ
て
、
内
閣
と
い
う
組
織
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

(
こ
の
前
提
は

ωで
述
べ
る
内
閣
の
責
任
を
否
定
す
る
見
解
と
共
通
で
あ
る
)
。
こ
の
点
、
，
ξ
。
5
与
さ
O
E
C
D
竺
の
意
味
で
も
内
閣
の
責

そ
れ
を
宰
相
や
大
臣
に
割
り
振
る
、
と
い
う
筋
道
も
あ
り
え
そ
う
な
気
も
す
る
が
、

そ
こ
ま
で
の
議
論
は
行
わ
れ

任
を
観
念
し
た
上
で
、

近畿大学法学

て
い
な
い
。

ま
た
、
=
〈
。

E
5
5口
、
、
の
意
味
で
の
責
任
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
は
、
政
治
的
な
責
任
追
及
の
手
段
が
、
宰
相
や
大
臣
に
対
す
る
不
信

帥
岬

任
で
は
な
く
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
決
議
と
い
う
形
式
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
内
閣
の
責
任
に
肯
定

的
な
見
解
が
、

そ
の
責
任
の
内
容
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
、
宰
相
や
大
臣
の
責
任
の
み
を
考
え
る
場
合
と
異
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
の
か
、
な
お
不
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
し
、
重
ね
て
言
え
ば
、
こ
の
見
解
が
[
合
議
体
の
責
任
]
↓
[
合
議
体
に
よ
る
決
定
]

で
は
な
く
て
、

[
合
議
体
に
よ
る
決
定
]
↓
[
合
議
体
の
責
任
]
と
い
う
議
論
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
閣

の
責
任
を
肯
定
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
か
ら
内
閣
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
何
ら
か
の
要
請
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
内
閣
の
責
任
を
肯
定
す
る
前
提
と
し
て
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
内
閣
が
現
実
に
決
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
と
、
当
該
事
項
に
つ
き
内
閣
が
決
定
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
宰
相
単
独
の
決
定
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
別

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
宰
相
の
内
閣
に
関
係
す
る
地
位
に

い
っ
た
ん
内
閣
に
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、

特
段
の
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
に
は
な
ら
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、

日
本
的
な
感
覚
か
=
り
す
れ
ば
、
内
閣
に
責
任
が
あ
る
と
そ
の
分
、

決
定
の
重
心
も
内
閣
に
傾
く
の
で
、
結
果
、
宰
相
の
決
定
権
が
制
限
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
論
者

は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
解
し
て
い
な
い
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
下
に
お
い



て
ヴ
ィ
ッ
ト
マ
イ
ヤ

i
は
、
合
議
体
と
し
て
の
政
府
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
て
、
内
閣
の
権
限
、

そ
し
て
責
任
を
広
く

認
め
よ
う
と
す
る
見
解
に
立
っ
て
い
た
が
、
彼
は
、
内
閣
の
権
限
が
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
に
優
位
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
。
彼
の
理
解
に
は
、
宰
相
と
内
閣
の
力
関
係
に
つ
い
て
は
、
広
く
現
実
政
治
に
委
ね
る
と
い
う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
少
な
く
と
も
、
内
閣
の
権
限
と
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
範
と
し
て
宰
相
の
権
限
行
使
に
制
限
を
加
え
る
、
と
い
う

視
点
は
存
在
し
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
ワ
イ
マ

l
ル
期
の
学
説
に
お
い
て
唯
一
、
内
閣
の
権
限
が
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
に
優
位
し
、
宰
相
の
権
限
を
狭
く
、

内
閣
の
権
限
を
広
く
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
が
グ
ル
ム
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
主
張
は
ワ
イ
マ

l
ル
期
の
学
説
に
お
い
て

少
数
説
だ
っ
た
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
グ
ル
ム
も
、
宰
相
が
内
閣
の
内
部
で
特
別
な
地
位
に
あ
り
、
宰
相
が
定
め
る
政
治
の

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

(
m
o
z
m
1
2
5
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宰
相
は
政
策
の
一
体
性
を

確
保
す
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
枠
組
み
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
臣
の
行
為
規

基
本
方
針
に
は
大
臣
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
、
大
臣
は
連
帯
し
て

範
や
首
相
の
地
位
と
共
通
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
グ
ル
ム
の
所
説
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
連
立
政
権
が
必
須
で
あ
っ
た

と
い
う
政
党
シ
ス
テ
ム
の
認
識
が
あ
り
、
こ
の
認
識
が
具
体
的
な
帰
結
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
一
種

の
「
連
帯
責
任
」
を
採
用
し
た
の
だ
と
説
い
て
い
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
内
閣
内
部
に
お
け
る
宰
相
の
地
位
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
首
相
の
地
位
と
類
似
の
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
興
味
深
い
。

内
閣
の
責
任
に
否
定
的
な
見
解

(3) 

こ
れ
に
対
し
、
内
閣
の
責
任
を
論
じ
な
い
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
立
つ
場
合
は
、
内
閣
の

決
定
に
つ
い
て
誰
が
責
任
を
負
う
の
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
点
つ
い
て
、

が
責
任
を
分
担
し
て
負
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、

ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
所
管
の
大
臣

一
般
に
宰
相
が
責
任
を
負
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
筋
道
で
議
論
を
行
う
。
は
じ
め
に
、
宰
相
が
責
任
を
負
う
範
囲
に
関
し
て
は
、
「
す
べ
て
の
官
職
の
遂
行
」

と
一
致
し
、
基
本
法
六
五
条
一
文
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
方
針
の
決
定
以
外
に
、
宰
相
は
、
組
閣
や
大
臣
の
所
轄
領
域
の
決
定
、

政
府
の
全
体
指
揮
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
「
六
五
条
一
項
の
み
責
任
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
責
任
を
限
定
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、

近畿大学法学

た
ん
に
も
っ
と
も
重
要
な
任
務
に
際
し
て
責
任
を
強
調
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
責
任
の
欠
触
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
は
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
許
さ
れ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
解
し
た
上
で
、
こ
の
見
解
は
、
内
閣
の
決
定
に
つ
い
て
宰
相
の
み
が
責
任
を
引
き
受
け
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
議
論
を
進
め
る
。
は
じ
め
に
、
「
連
邦
宰
相
の
全
体
指
揮
権
は
、
そ
の
権
限
か
ら
独
立
し
た
、
連
邦
政
府
構
成
員
の
合
議
体
と
し
て
の

内
閣
の
同
じ
権
限
を
排
除
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
の
全
体
指
揮
に
対
す
る
連
邦
宰
相
の
責
任
の
ほ
か
に
、
こ
れ
と
別
の
内
閣
の
全
体
責

任
は
存
在
し
な
い
」
と
し
て
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
の
責
任
を
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
「
連
邦
宰
相
は
必
要
と
さ
れ
る
合
議
体
の
決
議
を
、

政
府
全
体
の
指
揮
行
為
(
基
本
法
六
五
条
四
文
)
と
し
て
導
き
、
議
会
の
前
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
大
臣
は
こ
の
責
任
を

原
則
と
し
て
分
担
し
な
い
」
と
し
て
他
の
大
臣
よ
り
宰
相
の
責
任
を
優
先
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
宰
相
が
政
府
指
揮
権
(
基
本
法
六

五
条
四
文
)
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
の
決
定
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
導
く
宰
相
の
み
が
責
任
を
負
う
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

内
閣
の
決
定
を
問
題
に
す
る
の
に
、
内
閣
の
す
べ
て
の
構
成
員
で
は
な
く
宰
相
の
み
を
取
り
上
げ
る
筋
道
じ
た
い
、
内
閣
に
お
け
る
宰

刊
岬

の
大
き
さ
を
前
提
と
し
て
お
り
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
合
議
体
と
し
て

相
の
権
限
(
こ
こ
で
は
執
務
指
揮
権
)

の
内
閣
そ
れ
自
体
の
責
任
を
問
わ
な
い
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
次
の
よ
う
な
根
拠
づ
け
が
行
わ
れ
る
。
「
議
会
に
対
す
る
責
任

そ
れ
は
自
ら
の
ま
た
は
責
任
を
負

う
他
人
の
誤
り
に
関
わ
る
。
か
か
る
責
任
は
個
人
的
な
責
任
と
し
て
の
み
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
実
現
さ
れ
る
」
。
実
際
に
釈
明
を
行
っ

は
、
そ
の
内
容
に
従
え
ば
、
本
質
的
に
、
釈
明
義
務
と
保
証
義
務
(
田
口
忠

mg門
戸
名
目
。
宮
)
で
あ
り
、



た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
辞
職
し
た
り
す
る
の
は
、
合
議
体
で
は
な
く
個
人
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
理
由
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。か

か
る
議
論
に
対
し
て
は
、
す
で
に

ωで
述
べ
た
よ
う
に
、
内
閣
の
責
任
に
肯
定
的
な
論
者
か
ら
、
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
の
決
定
に

つ
い
て
宰
相
(
や
大
臣
)
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
「
決
定
権
限
と
責
任
と
の
分
離
と
い
う
結
果
に
な
る
」
の
で
「
説
得
的
で
は
な
い
」

帆
岬

と
い
う
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
る
。
「
決
定
権
限
な
き
責
任
は
存
在
し
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
責
任
を
果
た
す
の
は
個
人
で
あ
る
と
い
う
オ
ル

デ
ィ
ゲ
の
議
論
も
「
議
会
に
対
す
る
責
任
の
内
容
を
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
誤
っ
て
理
解
し
て
い
る
」
と
攻
撃
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か

か
る
批
判
の
前
提
に
立
っ
て
も
、
現
実
に
宰
相
の
意
思
に
反
し
て
内
閣
の
積
極
的
な
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
以
上
、
内
閣
の
決
定

に
つ
い
て
宰
相
が
責
任
を
負
う
と
構
成
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
権
限
と
責
任
を
固
定

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

的
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
拘
ら
な
く
て
も
よ
い
と
も
い
え
る
。
確
か
に
、
厳
密
に
い
え
ば
、
大
臣
も
負
う
べ
き
責
任
を
宰
相
の
み
が
「
被

る
」
の
は
宰
相
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
宰
相
は
大
臣
に
(
自
ら
の
代
わ
り
に
)
釈
明
さ
せ

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
場
合
で
も
、
「
宰
相
が
自
発
的
に
大
臣
の
分
を
被
っ
て
や
っ
て
い
る
」
と
み

な
す
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
当
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(4) 

括

結
局
の
と
こ
ろ
、
内
閣
の
決
定
に
つ
い
て
宰
相
が
責
任
を
負
う
の
か
、
内
閣
が
責
任
を
負
う
の
か
、
と
い
う
両
者
の
立
場

は
、
結
論
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
内
閣
が
責
任
を
負
う
」
と
解
し
て
も
、
辞
職
さ

せ
る
場
合
に
は
「
宰
相
の
不
信
任
決
議
」
そ
し
て
「
す
べ
て
の
大
臣
の
辞
職
」
と
い
う
道
筋
を
と
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
し
、
具
体

的
な
釈
明
を
行
う
責
任
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
内
閣
で
は
な
く
宰
相
な
り
大
臣
な
り
が
こ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
以
上
、

そ
の
具
体
的
所
在

は
内
閣
の
責
任
を
否
定
す
る
説
と
同
じ
筋
道
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
内
閣
の
責
任
に
つ
い
て
否
定
的
な

一
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立
場
に
よ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
、

宰
相
の
権
限
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
結
論
と
な
ら
な
い
点
に
お
い
て

こ
れ
に
肯
定
的
な
立
場
か
ヨ
り
し
て
も
、

も
ま
た
、

両
者
に
は
大
き
な
差
が
な
い
と
解
さ
れ
る
。

宰
相
は
、

内
容
に
お
い
て
深
く
、

ま
た
範
囲
に
お
い
て
も
広
い
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
宰
相
は
、

基
本
方
針
の
決
定
、

組
閣
や
大
臣
の

近畿大学法学

所
轄
領
域
の
決
定
、

こ
れ
が
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
の
任
務
す
べ
て
に
わ
た
る
こ
と
と
な

政
府
の
全
体
指
揮
1
1
l
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、

ま
た
宰
相
の
み
が
法
的
な
効
果
を
有
す
る
不
信
任
決
議
の
対
象
と
な
る
。

連
邦
議
会
に
対
す
る
関
係
で
宰
相
の
権
限
行
使
の
政
治
的
な
限
界
を
導
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

る
ー
ー
ー
に
つ
き
、

責
任
を
負
う
。

か
か
る
責
任
の
大
き
さ
が
、

し
か
し
他
方
で
、

内
閣
と
の
関
係
に
お

い
て
は
、

宰
相
が
議
会
に
負
う
責
任
の
大
き
さ
ゆ
え
に
、

「
宰
相
の
権
威
と
、

旧
岬

と
い
う
効
果
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。

民
主
的
正
統
性
の
観
点
か
ら
、

宰
相
の
保
護
の
も
と
に
、

大
臣
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
一
体
性
を
憲
法
上
保
障
す
る
」

冷王
制
州
出
口
問
OMUHdc』

Y

ロ
ぽ

O
H
e
m
m
E
g
t
oロ
仏
耳
目
。
-oFmH40向
日
号
ロ
ロ
m
E
H
{凶
門
円
宮
司
号
z
t
p
古
一
乱
。
円
∞

w∞
g
m主唱一目。。
Fけ
E
H門同『
HdoFmLFHUMP
∞・

]{む日・

仙

W
O
E
-向
。
∞
(
『
ロ
・

6
L凶
・
∞
∞
・
ま
た
、
大
臣
の
個
別
責
任
を
定
め
た
の
は
、
政
府
全
体
の
政
策
と
は
別
に
行
政
(
包
田
宮
町
可
巳
守
口
)
に
対
す
る
議

会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
同
時
E
S
E
E
P

、
HJHO
寸
}
戸
。
。
ミ

mwロ
〔
日
中
足
立
2

0町
宮
o宏

B
の
2
0吋自
S
F

]
{
也
白

]
f
u
・∞日
C
l
H
・

川
開
問
ロ
8
2
0
(『ロ・

3
)
唱∞・∞
N

町内向・

帆

W
O
E
-
m
g
(『ロ・
ω
)
"

∞・

8
・

側

W
O
E
-向
g
(『ロ・
ω)
・∞∞・

8
同
WHOM-
〈
m--w
出
口
問
OH)円
S
F
目
。
問
呂
ロ
門
日
ロ
ロ
問
含
∞
回
口
伴
者
己
門
町
∞
巴
口
角
〈
∞
円
Fω
∞
E
H同
町
岱
吋
含
∞
ロ
2
2の
F
O
H
N
E各一

肝
ロ
(
目
。
円
∞
(
『
ロ

-UH)w
∞
-AHHJ九一戸

仰

の

m
E
∞
o
F
E
E
w
〈
。
正
m
m
m
g
m
m
-
o
F
F
S
N∞
一
∞
・

ω品
H
F
2∞lω
印

0

・

側

W
O
E
-
m
g
(『
ロ
・
∞
)
"
∞
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雲 Hermes(Fn. 9)， Art. 65， Rdnr. 38. 

雲 Hermes(Fn. 9)， Art. 65， Rdnr. 41. 

雲 Vgl.， Oldiges(Fn. 3)， S. 142. 
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〈
m-・・
2

0

5

9

p

印O
)
"
ω
H
H
4
A
F
の
)
・
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
「
全
体
責
任
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
「
連
帯
責
任
」
と
が
概
念
上
区
別
さ
れ
て
い
る
の
が
興

味
を
引
く
。
し
か
し
、
こ
の
違
い
は
、
「
単
独
責
任
」
か
「
連
帯
責
任
」
か
と
い
う
制
度
上
の
差
異
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
連
立
政
権
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
、
政
治
的
事
情
の
相
違
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
シ
ョ
イ
ナ

l
も
、
こ
の
箇
所
の
直

後
で
、
連
立
政
権
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宰
相
を
通
じ
て
内
閣
全
体
が
責
任
を
負
う
と
い
う
構
造
を
指
摘
し
て
、
「
基
本
法
は
、

明
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
内
閣
の
連
帯
責
任
を
組
織
し
た
」
と
述
べ
る
論
者
も
い
る
。
〉
百
回
)}HO
己一
M
w
m
己目
)
E
P
E唱℃・
ω
2
・

川
川
『
ユ
什
N
F
F
H
d
∞の
F
m
-
-
g
ロ回目。
σ。E
Z

E
唱
一
口
芯
〈
。

E
E
d弓
O
H
A
ロ
oF}内
包
け
門
円
耳
目
。
仙
の
『
∞
E
5
2
Z
F
E
一
〉
ロ
∞
岳
民
け
N
¥
、H

d
}
5
5
m
y
同
m
g
〔円
σロの『(円
g

ロO戸
H
Z
O
F
O
D
∞什
mm-EHdmv
のF
Z
唱団
F
H
W
∞
-
u
…山由・〈向日・
u

∞の
}HHAM(目。円(『ロ
-
H
C
∞)
w
m
m
H
河
口
・
日
ω
・

仰
∞
の
FHeO(日
常
(
町
J
H
M
-
s
w
k
r
H
A
・
∞
伊
国
門
田
口
He
・
g
・

側
同
内
与
問
。
円
(
『
ロ
-
H
6
・
∞
・
巴
・

仰

∞

Z
E
(『ロ・

8
)
唱
巴
司
印
の
)
向
)
・

側

関

5
向
。
円
(
『
ロ
-
E
)
w
∞・

8
・

仰

同

5
向
。
円
(
『
ロ

-E)唱∞
-
N
H

一
一
冨
ミ
ロ
(
『
ロ
・
白
)
"
〉
ユ
・

8u
一見己ロ円・ω・

仰
た
と
え
ば
、
大
臣
聞
の
争
議
に
つ
い
て
、
宰
相
は
、
閣
議
で
の
審
議
に
先
立
ち
、
自
ら
主
宰
し
て
関
係
大
臣
と
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
執

務
規
則
一
七
条
二
項
が
定
め
て
い
る
こ
と
も
、
内
閣
の
決
定
に
つ
い
て
宰
相
が
責
任
を
負
う
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

m
W
O
E
-
向。
ω
(
『ロ
-
H
H
)
"
〉
ユ
・

8
w
一回門
H
R
-
ω
日
・
保
証
義
務
(
回
目
白
巴
mwHH
岳
1
E
o
E
)

の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
オ
ル
デ
ィ
ゲ
は
こ
こ
で
ク
レ
ー

ガ
!
の
釈
明
責
任
と
履
行
責
任
の
叙
述
を
引
用
し
て
い
る
。

仰
∞
の
FHdO
門目。円(『
p
u
)
唱〉
H
A
・
白
?
同
円
山
口
HJ
色
一
品
。
円
ω
(
司ロ
-
H
C
白)
w
m
m
H
河口
-uω
・

仰

∞
Z

S

(
『ロ
-
m
C
)
w
ω
H
H司
切
の
)
何
)
・
∞
芯
F
o
m
Z
H
のF
・
出
耳
目
。
∞
(
『
ロ
・

5
・
KF2・
8

十同門
-
R
・
2

・

仰
問
。
円
5
2
(『ロ

-euk戸ユ・
8
十同門目白吋・

2
・

仰
た
と
え
ば
、
基
本
方
針
権
限
が
「
議
会
に
よ
っ
て
連
邦
宰
相
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
認
識
は
、
宰
相
と
議
会
と
の
関
係
を
よ
く
表
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
時
o
F
D
Z
入『ロ・

ω)
み・

HOω
〕
ぜ
・
『
・
他
方
で
、
よ
く
言
わ
れ
る
建
設
的
不
信
任
の
制
度
は
、
政
府
の
安
定
の
み
な
ら
ず
、
宰

相
自
身
の
地
位
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
回
g
m
o
(
『ロ・∞
N
)
"

∞
・
ち
・

川
仰
〉
E
H
)
}
H
O
C
M
T
ω
己目)片山口・

5
L
)
-
M
∞
∞
・
こ
の
こ
と
は
基
本
法
制
定
時
に
も
一
定
程
度
、
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
に
は
存

在
し
て
い
た
大
臣
に
対
す
る
不
信
任
決
議
の
制
度
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
六
五
条
三
文
の
「
意
見
の
相
違
」
が
当
初
は
宰
相
と
大
臣
と
の
聞
の
意

見
の
相
違
も
含
め
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
後
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
連
で
、

b
H
D
}内
耳
(
『
ロ
・

3
u
m山・

3
・



お

わ

り

に

以
上
、
宰
相
の
権
限
と
大
臣
、
内
閣
と
の
関
係
、
ド
イ
ツ
の
用
語
で
い
え
ば
「
宰
柏
原
理
」
と
「
所
管
原
理
」
、
「
合
議
体
原
理
」
と
の

並
立
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
関
係
は
大
変
に
複
雑
で
、
十
分
に
解
明
で
き
た
自
信
は
な
い
が
、
あ
え
て
そ
の
結

果
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

所
管
原
理
は
、
大
臣
の
個
別
責
任
と
合
わ
せ
て
、
大
臣
に
宰
相
(
や
内
閣
)
に
対
す
る
一
定
の
自
律
性
を
与
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
各
省
に
関
わ
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
宰
相
(
直
属
の
部
局
を
含
む
)
や
内
閣
で
の
決
定
が
随
所
で
見
ら
れ
る
。
第
一

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係

に
、
対
外
的
な
広
報
は
宰
相
の
直
属
す
る
プ
レ
ス
情
報
府
で
一
元
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
第
二
に
、
各
省
内
部
の
人
事
、
組
織
に
関
す
る

決
定
が
内
閣
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
各
種
の
計
画
が
宰
相
府
の
部
局
や
大
臣
の
委
員
会
で
審
議
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第

四
に
、
各
省
の
行
政
に
対
す
る
個
別
の
指
示
が
宰
相
よ
り
大
臣
に
対
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る
在
り
方
に
対
し
て
は
、
人
事

に
関
す
る
決
定
に
対
す
る
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
散
発
的
な
批
判
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に

は
、
政
府
が
一
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
役
割
を
宰
相
に
認
め
る
発
想
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
基
本
法
の
根
拠

と
し
て
は
、
六
五
条
二
文
の
基
本
方
針
決
定
権
や
、
六
四
条
な
ど
か
ら
導
か
れ
る
組
織
編
成
権
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
議
体
原
理
は
、
宰
相
の
権
限
行
使
に
対
し
て
l

!
と
く
に
日
本
に
お
け
る
類
似
の
議
論
と
比
較
し
て
l

l大
き
な
制
約
に
な
っ
て
い

な
い
と
解
さ
れ
る
。
第
一
に
、
基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
に
お
い
て
「
政
府
」
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

そ
の
行
使
に
必

ず
し
も
内
閣
に
よ
る
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
内
閣
に
お
け
る
議
事
に
お
い
て
、
少
な
く
と



」一一一一ー

第52巻第 l号

も
宰
相
が
手
続
的
に
優
位
に
立
つ
こ
と
は
承
認
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
議
題
の
選
択
に
宰
相
の
意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
る
制
度
と

明
岬

な
っ
て
い
る
。
宰
相
原
理
は
合
議
体
原
理
に
優
先
す
る
と
述
べ
る
論
者
が
多
い
の
は
、
か
か
る
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
現
実
政
治
で
は
、
執
務
規
則
一
五
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
閣
の
権
限
が
増
大
し
て
お
り
、
合
議
体
原
理
の
ウ
エ
イ
ト
が

近畿大学法学

高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
決
し
て
宰
相
の
権
限
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
。
合
議
体
の
権
限

は
、
宰
相
の
基
本
方
針
決
定
権
を
制
限
す
る
も
の
で
な
い
し
、
宰
相
の
執
務
指
揮
権
に
相
当
程
度
、
服
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

執
務
指
揮
権
を
強
調
す
る
議
論
は
、
抽
象
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
連
帯
責
任
の
論
じ
方
に
接
近
し
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

か
か
る
宰
相
原
理
と
所
管
原
理
、
合
議
体
原
理
と
の
関
係
は
、
責
任
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
も
考
察
が
可
能
で
あ
る
。
宰
相
原
理
と
所

管
原
理
の
関
係
は
、

一
定
程
度
、
大
臣
に
自
律
性
を
認
め
つ
つ
も
、
宰
相
の
関
与
も
相
当
に
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な

関
係
に
、
議
会
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
、
，
，
〈
。

E
三
者
。
江
戸
口
問
ミ
の
み
を
大
臣
に
認
め
、
=
〈
。
ユ

5
5口
、
、
は
も
っ
ぱ
ら
宰
相
を
通
じ
て

果
た
さ
せ
よ
う
と
す
る
個
別
責
任
の
構
造
は
整
合
す
る
。
ま
た
、
宰
相
原
理
と
合
議
体
原
理
の
関
係
に
お
い
て
も
、
合
議
体
原
理
の
弱
さ

は
責
任
を
め
ぐ
る
議
論
に
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
も
そ
も
「
内
閣
の
責
任
」
を
論
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
、

宇

、ー

れ
を
否
定
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
内
閣
の
活
動
に
つ
き
，
々
。

E
Eロ
g
=
も
、
，
ξ
。
E
E君
。
江
口
口
問
、
、
も
宰
相
が
中
心
と
し
て
果
た
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
内
閣
の
責
任
」
に
肯
定
的
な
説
も
、

そ
の
内
容
は
不
明
確
で
あ
り
、
具
体
的
な
帰
結
は
否
定

説
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
権
限
に
お
い
て
も
責
任
に
お
い
て
も
、
内
閣
と
は
宰
相
を
中
心
と
す
る
一
体
の
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

最
後
に
、
三
つ
の
原
理
が
そ
れ
ぞ
れ
基
本
法
上
の
根
拠
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
規
範
内
容
を
及
ぼ
し
あ
う
、

そ
の
中
で
あ
る
程

度
柔
軟
な
か
た
ち
で
並
立
、
均
衡
を
保
つ
、
と
い
う
ド
イ
ツ
の
在
り
方
は
、

た
い
へ
ん
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
の

(
筆
者
が
わ
か
っ
て
い



な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
)
、
政
府
の
組
織
、
運
営
を
時
代
の
流
れ
の
中
で
適
切
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
の
現
れ
と
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
占
べ

た
と
え
ば
憲
法
や
法
令
に
「
内
閣
」
と
あ
れ
ば
無
条
件
に
閣
議
の
決
定
を
要
す
る
と
理
解
し
、
ま
た
憲
法
上
の
根
拠
が
明
確

で
な
い
「
分
担
管
理
原
則
」
が
内
閣
・
行
政
に
関
す
る
制
度
設
計
や
条
文
解
釈
の
際
に
絶
対
的
と
も
い
え
る
影
響
力
を
も
っ
日
本
の
内

閣
・
行
政
制
度
の
在
り
方
は
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
か
か
る
日
本
の
在
り
方
を
再
考
す
る
際
の
検
討
材
料
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
在
り
方
が
資
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
拙
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

ドイツ宰相の権限行使と大臣・内閣との関係
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側
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